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　修学旅行は楽しい。

　旅行中に見聞きするものはじつは大して印象に残らないけど、仲間と過ごす時間はずっとずっと記き憶おくに残る。

　しかし、その陰かげでひそかに先生は大変だったりする。

　旅行の準備は代理店にだけ任せておくわけにはいかないし、集団行動中の生徒の誘ゆう導どうは先生の仕事だ。だから純じゆん粋すいに旅行を楽しむってわけにはいかないし、そもそも先生にとっては毎年おなじ場所に行くってことでもある。

　ただ、学校に入って一年目の先生となれば話は別で、生徒同様にいろいろ期待や不安があったりする。

　園その川かわさよりも就任一年目。職員室で机に肘ひじをついては「ふぅ」とため息をついていた。

　美少年である。ため息をつくさまもなかなか絵になっている。色が白くて線が細く、髪かみの毛も首がわずかに揺ゆれるたびに、さらさらとそよぐ。中性的な雰ふん囲い気きで、スーツを着ていなければこの学校の生徒と間ま違ちがえられてもおかしくない。

　そう。

　先生とはいうが、さよりは若い。

　いや、若すぎる。

　年ねん齢れいは十五歳。

　海外のタンジールという都市の大学を飛び級で出て、この女子校『聖バロウズ学園』の教師になったのだ。

　要するに彼は天才なのである。

「いや、そういえば園川先生は修学旅行ははじめてでしたな」

　さよりの肩かたを、ぽん、と叩たたいたのは初老の紳しん士し。この学園の教頭である。

「ええ」

　力なく微笑ほほえんで応じて、さよりは再び憂ゆう鬱うつそうな顔に。

「天才をしても修学旅行は不安ですか？」

「天才とは呼ばれていますが、僕の場合は単に物事の先を読みすぎるだけで、陰いん鬱うつな気分はまさにその才能故ゆえです。解決策はありません」

　さよりはまさに憂うれいの美少年そのものの姿で目を伏ふせた。

　教頭はわけがわからん、という顔をしたが、大人の理性で真ま面じ目めな表情を無む理り矢や理り作ると先せん輩ぱい教師らしく咳せき払ばらいをする。

「若いうちはよくあることです」

「何か適当なことを言っているような気もしますが、年をとったらどうなるかは僕にはわからないので僕へのアドバイスとしては非常に適切だと思います。現状を認にん識しきせず未来への希望のみを持たせるという意味で。教頭先生はまさに教師の鑑かがみですね」

　さよりはさらりと言い、椅い子すから立ち上がった。

　教頭は考え込こむような顔になったが、すぐにさよりは言葉を続ける。

「ですが、僕の不安は今度ばかりは実体がありまして……」

「ほう、実体？」

「そうです。僕の才能である先読みが、今僕に立ち上がり教頭先生の好物の芋いも羊よう羹かんを差し出せと告げています」

　さよりは不可思議なことを言い、その言葉通り机の引き出しから芋羊羹の包みを取り出した。都内の老舗しにせの高級品である。

　教頭は芋羊羹が大好物だったので、反射的にさよりに歩み寄る。

　と……。

「カーカカカカカカカ！」

　上空から不気味な笑い声が響ひびいてきた。

　その笑いこそ不気味だが、声だけはセクシーな女性のそれなのが不自然だった。

　さよりと教頭が同時に顔を上げる。

　なんと一人の女生徒が手足をくの字に曲げ、まさに蜘蛛くものごとくにべったりと天てん井じように貼はりついていたのだ。

「さよりちゃーん、今度ばかりは逃にがさないから！」

　彼女は首だけを器用にさよりに向け、もう一度「カーカカカカカ！」と笑う。口の端はしが三角形につり上がっている。ものの見事に悪あく魔ま超ちよう人じんか天才料理人のような表情だ。

「キミはＡ組の有あり藤とうかじか！」

　教頭が驚おどろきの声を上げた。

「カーカカカカカ！　じきに名字も園川に変わります！　その時は教頭先生が仲人なこうどを！」

　かじかはそんなことを言い切って頬ほおを染めた。行動にも表情にも問題はあるが、顔だけはクールで気の強そうな美少女である。

「有藤君！　もういい加減に……」

　さよりのその言葉が終わる前に、かじかが天井を蹴けった。

「さよりちゃーん！」

「うわっ！」

　さよりは悲鳴を上げ、芋羊羹の包みを開けた。

　すると、芋羊羹が好物の教頭は、やはり反射的にさよりの手に引き寄せられる。

　かじかは天井から一直線にさよりを目指していたのだが、その軌き道どうの先に教頭が割り込んでくることに！

「きょ、教頭先生！」

「ひぃ！」

　すでに空中にいたかじかはかわしきれず教頭に頭から激げき突とつする。

　ごっ。

　鈍にぶい音がして教頭は悶もん絶ぜつ。

　かじかもべったりと床ゆかにのびる。

「ちょ、自分で予測したこととはいえ、少しやりすぎたような……」

　さよりはのびている教頭とかじかを心配そうに見やる。

　と、倒たおれていたかじかが、しゅるり、とビデオの逆回しのごとくに立ち上がる。

「さよりちゃんたら逃げるなんて、もう照れちゃって」

　かじかは恋こいする少女のうるんだ瞳ひとみで、そして口は悪魔超人のそれで微笑みつつ、もじもじと身体からだをよじった。

「照れてない照れてない。避よけただけだから」

　にべもなくさよりは否定する。

　しかしかじかはめげない。

「もう、そんな口ばっかり。いわゆるツンデレか？　最初はツンツンしてるけど、それは人前だからで二人っきりになるとデレデレと甘あまえてくるあれか？」

「いや、知らないから。ツンデレとかマンデラとか」

「そんなこと言ってるけど、もうすぐ二人で沖おき縄なわに旅行に行くじゃんか」

「修学旅行だよ！　みんなで行くんだ！」

「えー、でも、直前になって私以外のみんなが体調が悪くなったりとかするってよくあることだしな……」

「そうなったら旅行も中止だよ！　あ！　ってか、みんなの食事に変なもの入れたりするなよ！」

　あわててさよりは言った。

「ち」

「おい、なんで舌打ちしたんだ！」

「いえ、何も」

「何も、じゃない！　よ、用務員さん！　食堂の大おお鍋なべと水道のタンクのチェックを！」

「く……さすがに私の愛した天才か……察しが良い」

　かじかはうめいた。

　彼女もさよりと同じく天才の一人である。二人とも国家が国策として認めた天才──しかも数少ない最高位、Ｓクラスの天才なのである。

　さよりの才能は本人も予期せぬ先読みだ。未来に起こることを予期し、行動によってその結果を自分の思い通りに変へん更こうできる天才。

　そして、かじかの才能はこう見えて人たらし。カリスマ性で自分の思い通りに他人を操あやつれる天才だ。

　しかし、かじかのカリスマ性は同じ天才のさよりには通じない。それなのにある事件からさよりにぞっこん惚ほれている。そして、さよりはその熱ねつ烈れつなアタックを避け続けているという次し第だい……。

「とにかく、僕の心配は君なんだ！」

「私のことを心配してくれているのか！」

「喜ぶな！　そうじゃない！　君が問題児だと言ってるんだ！　修学旅行となると僕が狙ねらわれる時間も増えるし、君の近くで寝ねることになる。自重してもらいたい」

　さよりは怒おこってみせるが外見が外見なので迫はく力りよくがない。職員室の他ほかの先生たちもほのぼのとした目で二人のやりとりを見ている。「早く素す直なおになってくっつけばいいのに、祝福するから」という言葉が聞こえてきそうな表情である。

「自重はしてるぞ。さすがにさよりちゃんの家まで追っかけたりはしてない」

　かじかは少しむくれた。こういう普ふ通つうの表情をしているとかなりの美少女なのだ。

　さよりも少し追つい及きゆうの手をゆるめてしまう。

「いや、自重してるのはわかってる。それを修学旅行中はさらに厳しくして欲ほしい。だいたい教師と生徒がそういうことになっては大問題だ」

「そういうことって？」

　かじかはにやりとして目を見開いてさよりに訊きく。明らかに答えをさよりが口にするのを待ちかまえてわくわくしている。

「……こ、こら！」

　さよりは顔を真っ赤にした。

「な、なに？　そういうことってのがわからないと自重できないなぁ」

　かじかはそう言いながらさよりに擦すり寄った。

　その年ねん齢れいにしては大人びたスタイルの豊かな胸をさよりの腕うでにこすりつけ、さよりの顔に吐と息いきを吹ふきかける。

「うわ、こら」

　さよりは身をよじった。

　それでも先生たちはほのぼのとした顔で二人のやりとりを見ている。これもかじかのカリスマ性というやつだ。

「不純異性交遊は禁止だ！　た、助けて、先生！」

　先生なのに先生に助けを求めてさよりは虚こ空くうに手を伸のばすが、かじかに押おし倒たおされて組み敷しかれる。

「純じゆん粋すいな愛なら不純異性交遊じゃないんだろ？　さぁ、めくるめく官能の世界に！」

　かじかがさよりの服を脱ぬがしにかかる。

「いやぁあああ！」

　さよりの悲鳴が長く尾おを引いたその時。

「なーにをしていらっしゃるんですの！」

　べしゃ。

　かじかの頭を踏ふみつけた者がある。

「部長。抜ぬけ駆がけはいけませんのことでしてよ」

　奇きっ怪かいな言い回しでかじかの頭をぐりぐりと足でこするのは、メガネにぼさぼさ頭の女生徒だった。

「た、高たか沢ざわ君……助かった……！」

　さよりはかじかの腕の中から逃にげ出す。

　かじかは足を払はらいのけると、この少女、高沢すずみをにらみつけた。

「こら、邪じや魔まするなすずみ。これからさよりちゃんといいことしようってのに！」

「さよりちゃんが嫌いやがってらっしゃるでしょ！　さよりちゃんはわたくしの絵のモデルになっていただくんですから、傷物にされちゃ困るんですのよ！」

　と、腕組みをしてすずみ。こちらもかじかには及およばないまでもなかなかの美少女。だが、レンズの厚いメガネと手入れの悪い髪かみがそれをややかげらせている。だが、そのメガネも制服も、どこからどうみてもオーダーメイドの高級品。どうやら金持ちだが服装には頓とん着ちやくしないという珍めずらしいタイプのようだ。おまけに制服にインクのしみと灰色のスクリーントーンくずまでつけている。マンガを描かくのが趣しゆ味み、ということだろう。

「絵ったって、男同士がからんでるやつだろ。くだらない。どうしてホモを美しく描くんだ？」

　かじかが意地悪そうな顔で言うと、すずみは逆上した。

「きー！　男同士にだけ美があるからでございますわ！」

　裏返った声で叫さけび、すずみはかじかをさらに足蹴にする。

「きー！　さよりちゃんは理想的な〝受け〟なんですわ！　女に汚けがされちゃいけませんのよ！」

「お前だって女だろ！　欲情するならひねくれずに素直に欲情しろ！　それに私たちは水泳部だ！　なんで水泳部でマンガ描かなきゃならん！」

「いいじゃありませんの！　水泳部でなくてはさよりちゃんに会えませんもの！」

「さよりちゃん水泳部の顧こ問もんにしたのはあたしだかんな！」

　かじかとすずみは女の争いをはじめる。

　困ったことにすずみもこう見えて天才であり、二人に比べてランクこそ落ちるもののＡクラスの演技の才能を持っている。その演技の才能は年数回のコスプレとかにしか活いかされないのであるが、それはまた別の話……。

　とにもかくにもさよりはこの隙すきに逃げ出した。

　教員室の隅すみにしゃがみこんで喧けん嘩かを見守りつつ、ふう、と一息。

「いや、いいですな、モテモテで。この年齢になるとうらやましいかぎりです」

　するとやはり隅に逃げ出してしゃがみこんでいた教頭が、うなずきながら言う。手にはお茶と芋いも羊よう羹かん。

「……それ、本気でおっしゃってます？」

「いやいや」

　微び妙みように言葉を濁にごして教頭は首を振ふった。




○




「僕の先読みによれば、学園の裏の鶏にわとり小ご屋やの屋根の釘くぎをゆるめて外れるようにしておくと、安全に修学旅行に行ける気がします」

　修学旅行出発の前日、さよりはそう用務員に命じていた。

　用務員はそれに従って屋根の釘をゆるめはしたものの、不思議そうにさよりを見返した。

「それで、どうして助かるんです？」

「簡単なことです。僕は今日、宿直をすると情報を流してあります。そして、僕の泊とまる部屋の窓は鶏小屋の上です」

「ああ、なるほど」

　そして深夜に、屋根が外れる派手な音がして、続いて時ならぬ鶏の声が響ひびいた。

　で……。




　修学旅行出発の日。校庭に集合した二年生はやってくるバスに次々と乗り込んでいく。

「二年Ａ組集合！　出席を確かく認にんするぞ！　有藤！」

「あれ、有藤さんは？」

「連れん絡らくありませーん」

「深夜に行方ゆくえ不明になったって聞きました」

「わかった。有藤のことだから大だい丈じよう夫ぶだな」

　あっさりとさよりは言った。

　クラスの全員が平然としていた。

　かじかの生命力と行動力はクラスの全員が承知している。

「有藤以外全員いるなー」

「はーい！」

　さよりの呼びかけにうきうきした声が返ってくる。

「じゃあ、しゅっぱーつ」

　そしてバスは空港へと向かう。




　と、すべてのバスが出発した後、校庭にふらりと姿を現した女生徒がいた。

　身体には鶏の羽が大量についている。

「カーカカカ！　さすがに私の愛した天才！　まさか修学旅行で私だけが体調不良にされてしまうとは！　いや、体調不良というかタール塗ぬり鳥羽刺しとは！　ち！　こうなったら私の天才っぷり、思い知らせてやるか！」

　かじかは校庭の中心で特とく殊しゆな愛を叫び、携けい帯たい電話を取り出し、ボタンを押す。

　彼女の天才っぷりといえば、そのカリスマ性のことである。

　他人のことをあっさりと理り不ふ尽じんにも支配してしまう能力をかじかは持っているのだ。

「あー、もしもし、そう、あたし。かじかちゃん。ちょっと飛行機をまわしてほしいんだけどさ……」




　そして、その十五分後、『聖バロウズ学園』の校庭に空から轟ごう音おんが降ってきた。

　黒い影かげが校庭を覆おおい、砂が周囲に舞まい上がる。

　ゆっくりと降下してきたのはヘリコプターである。

　オリーブドラブの機体の横には、星条旗が染め抜ぬかれている。

　米軍のヘリコプターである。

　かじかのカリスマ性は、米軍を送り迎むかえによこさせるほどなのだ！

　校庭に着地し、エンジンをアイドリング状態にしたままの機体のドアが開き、中からサングラスに口くち髭ひげという顔のいかついアメリカ人が呼びかけてきた。

「かじか！　ジェットを用意した！　空港までこれで案内するからすぐに乗ってくれ！」

　かじかはにやりとしてヘリコプターに走り寄るとドアに手をかけた。

「ありがとう中ちゆう佐さ。あとでキスしてあげるからね」




　厚あつ木ぎ基地で一番の海軍パイロットであるジョージ・マッケンジーは整備された愛機Ｆ／Ａ１８の前に立ち、後部座席に乗り込む客を待っていた。すでにパイロットスーツに身を包んでいるが、気は進まなかった。ごり押おしで違い法ほうに、しかもタクシーがわりに米軍機を使おうというのである。その客がろくな人間であるはずがなかった。

　しかも、それが日本の女子高生だと聞く。客人には違ちがいないが、空の上では生意気なことはさせないし、少々手て荒あらな操縦をしてやるつもりだった。まずは、ひとにらみで脅おどかしてやろう。そんな風にジョージは考えていた。

　やがてヘリが降りてきた。賄わい賂ろでももらっているのであろう中佐と、その女子高生が降りてくる。

「けっ……なんで俺がこんなことを……」
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　中佐と女子高生が近づいてくる。陽かげ炎ろうの中、女子高生の顔が見えてくる。美少女だ。ジョージの心にやや邪よこしまな考えが浮うかぶ。

　だが……。

　女子高生の目がはっきりと見えたとき、ジョージは自然と踵かかとを鳴らして直立していた。

　その美少女は他人に有う無むを言わせぬ鬼おにの目をしていた。

「ご苦労」

　かじかの呼びかけに、すぐさまジョージは反応していた。

「サー、イエッサー！　全速で沖縄にお送りいたします！」

　背中に鬼の顔こそ浮かばないが、魅み了りようさせることも畏おそれさせることも思いのまま。かじかはやはりカリスマの天才なのであった。




○




　一方、かじかは振ふり切った（と信じている）ものの、さよりはやはり安心できはしなかった。２年Ａ組には、まだ何人か天才が揃そろっている。天才だけに皆みな、問題児だ。そして、それらはすべて自分が顧こ問もんを務める水泳部の部員たちであり……どういうわけかさよりに様々な形で迫せまってくる女の子ばかりなのだった。

　空港までのバスの中ですでに事件は起こっていた。

「先生……」

　先生は一番前に座すわるものだが、その隣となりに座る生徒はバスに酔よいやすいか、あまり友達がいない子だと相場が決まっている。さよりの隣の席から小さく呼びかけてきたのは、荘そうめだかだった。

　めだかは背が低く、水泳部員としては本当にめずらしく気が弱い。顔も幼くて、成長しても美人というよりは可愛かわいいと言われ続けるタイプだろう。おまけに言葉も態度も幼よう稚ちとも言えるほどにたどたどしく、クラスでは可愛がられているものの、親友となるとそう多くはないだろうという感じの生徒である。

「どうしたんです？　荘さん」

　さよりもめだかには言葉が柔やわらかい。

「あ、あの……」

　めだかはもじもじとした。

　さよりを兄のように慕したっては来るが、いつも肝かん心じんのところになると黙だまり込んで引っ込んでしまうようなところがめだかにはある。

「気持ち悪かったら言ってくださいね。恥はずかしくないから」

「そ、そうじゃなくて……」

　めだかは子供のおもちゃを胸に抱だくようにしながら身をよじっている。

　そのおもちゃは、どう見てもアニメの魔ま法ほう少女が使うスティックだった。彼女は入学時からそれを手放していない。

「あたちが魔法使いなの、しんじてくれまちた？」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶだよ。めだかちゃんはいつだって魔法使いだよ」

　さよりは優やさしくほほえんだ。

「いや、そうじゃなくて……」

「大丈夫。わかってるよ。めだかちゃんは国家が認めた、お話作りの天才だからね。嘘うそつきだって思われちゃうのはつらいけど、先生は素す敵てきな才能だと思うから。大丈夫だよ」

　さよりはめだかの頭をなでた。天才と呼ばれるのはつらいことの方が多い。とくに物語作りというめだかのような才能は。

「だ、だけど……めだかは、この世界の果て、水平線と空の間にあるインターゾーンからやってきたお姫ひめ様さまなのでしゅ。インターゾーンが悪魔であるドク・ベンウェイによって毒ムカデに覆おおわれてしまう前に、この地球から争いごとをなくし、希望を増やさないと、インターゾーンは滅ほろびちゃうんでしゅ」
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「ははは、めだかちゃんは優しいな。そのお話を聞いた子供が希望を信じてくれるといいね」

「……そ、そうじゃなくて、本当に希望がなくなったり喧けん嘩かがあったりしゅると、インターゾーンの国の一つが滅びちゃうんでしゅ！　今、本当にバランスが危あやうくて、こっちの世界のしゅごく些さ細さいな喧嘩くらいでインターゾーンの一国が滅びようとしているんでしゅ！　もしかしたら、こっちの世界の誰だれかの友達同士の喧嘩くらいの些細なことでインターゾーンの中の一国が危ないんでしゅ！　このスティックの百八つの宝石がインターゾーンの百八国の崩ほう壊かいを教えてくれるんでしゅが、それが点てん滅めつした国は……」

　めだかは必死に訴うつたえたが、さよりはうなずくばかりだ。

「大丈夫。めだかちゃんの優しさはいつか本当に国を救うよ」

「先生……だけど、本当に……」

　めだかの言葉を遮さえぎって怒ど鳴なり声がバスの中に響ひびき渡わたった。

「ですからぁ！　一いち護ご×チャドじゃなくてチャド×一護しかありえませんですのよ！」

「じゃあどうしてギン×藍あいはありなのよ！　その感覚ならそれも変じゃない！」

「こらぁ、高沢。同人誌仲間と喧嘩するなぁ」

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴ…………。

　めだかのスティックの宝石が点滅し始めた。

「ああ、ほらぁ。喧嘩するからめだかちゃん泣いちゃったぞぉ」

　さよりは後ろを向いて注意した。

　誰も知らないところでも事件は起こる。

　今、やおいカップリング論争によってインターゾーン数万の無む辜この民たみがムカデたちに食い殺されたのだが、まぁ本編とは無関係である。
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　羽はね田だに到着した生徒達にチケットが配られた。ここから飛行機に乗れば沖縄までは数時間のフライトである。

　搭とう乗じよう口ぐちでの荷物検査でひっかかったのはやはりさよりのＡ組の生徒であった。

　愛あい甲こうしいらである。手荷物として一いつ升しよう瓶びんを持ち込もうとしたのだ。

「ちょ、ちょっと、あんたんところは生徒に酒を持ち歩かせているのか？」

　と、かなり荒あらっぽい口調で係員。

　しいらは頬ほおをピンクに染めて、ぼうっとした表情でいる。女子にしてはかなりの長身。抱かかえた一升瓶は透とう明めいでラベルなし。普ふ通つうは中に入っているものは日本酒以外にはありえないと思うところだ。

　さよりは係員をなだめるように手を上げた。

「まぁまぁ。これは、スポーツドリンクです」

「おい。冗じよう談だんで言ってるのか？　ふざけてると問題になるぞ」

「いや、ですから、スポーツドリンクです。確かく認にんしていただいても結構です」

　さよりは大おお真ま面じ目めな顔で言った。

　その言い切りっぷりに、係員も「確認するだけなら」と思ったようだ。しいらの手から一升瓶をとりあげ、その栓せんをひねると、鼻を近づけた。アルコールのニオイがないので、「ん？」と顔をしかめ、発火物かどうか検査するためのコップに中身を移すと、一口飲んでみた。

「……スポーツドリンクだな」

「はい。スポーツドリンクです」

　さよりは言った。

　しいらは係員から一升瓶を取り返すと、愛いとおしそうにそれを撫なでた。そして、ラッパ飲みにスポーツドリンクを流し込み、ひっく、と一息。おとなしい顔立ちの彼女だが、相変わらず目はとろんとしており、飲んだことで顔の赤みは増している。

「……酔よってるんじゃないのか？」

「スポーツドリンクです。それより、手放すと何をするかわからないので……彼女も国家認定のＡクラスの天才です」

「む……それなら仕方ないか……」

　係員は不承不承うなずいた。天才がやっかいなものだということは係員も漠ばく然ぜんとは知っている。

「それで、何の天才なんだ？」

「わかりません。酔っていないところを見たことがないもので」

「やっぱり酔ってるのか？」

「いや、スポーツドリンクです」

「酔ってるよな？」

「スポーツドリンクです」

「………………」

「スポ……」

「いや、もういいから」

　あきらめて係員は手を振ふった。

　とにかくしいらを含ふくむ生徒は全員飛行機に乗り込んだ。
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　さすがにフライト中は生徒もおとなしい。いや、おとなしくしていないと飛行機が落ちる。

　しかし、操縦席ではパイロットたちが緊きん急きゆう事態に額から汗あせを流していた。

　レーダーに明らかに航空機の反応がある。地上管制からも警告がひっきりなしに送られてくる。

　戦せん闘とう機きが接近してきているのである。

「違い法ほう接近ですよ！　どうします、機長？」

「どうしますも何も地上に任せるしかなかろう。こちらは規定のコースを飛んでいる」

「ならどうして戦闘機がこちらに！」

　コ・パイロットとパイロットの二人は緊張から声を荒あららげている。

「……わからん。だが、この機体を目標にしている。つまり、本機にあの戦闘機のパイロットに恨まれている誰だれかが乗っているということではないか？」

　パイロットが憶おく測そくを口にする。

　と、コ・パイロットが、急に頬の肉を震ふるわせはじめた。

「ぼ、僕は憎にくい友達を酔わせて傭よう兵へい部隊への入隊書にサインさせたりなんかしていませんよ！」

「……待て、誰もそんなことは言っていない」

「そ、そうですよね……ははは……」

　と、機体の正面の雲の間から、戦闘機の姿がいきなり出現した。

「うわ！」

「正面衝しよう突とつするぞ！」

　戦闘機は当然のようにＦ／Ａ１８。一直線に突つっ込んでくると見えたが、すんでのところで急上じよう昇しようし、ほんの数メートル鼻先をかすめていく。

「あ、相手のパイロットの腕うでが一流で助かった……。それにしても、なんだったんだあれは……？　脅おどかしに来ただけなのか？」

　パイロットは汗を拭ぬぐう。

　しかし、コ・パイロットは放心状態であった。

「み、見えた……あの機体の尾び翼よくに炎ほのおのユニコーンが……」

　泡あわを噴ふいてぶつぶつとつぶやいている。

「落ち着け！　描かいてなかった！　描いてなかったぞ！」
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　コ・パイロットが使い物にならなくなってもパイロットは頑がん張ばった。一人で沖縄の空港に見事に着陸してみせたのである。

　しかしながら大半の乗客はもちろん彼らの奮闘には一いつ切さい気づかなかった。ただ２年Ａ組の生徒たちだけは、飛行機の窓から見えた戦闘機に嫌いやな予感を抱いだいていた。それは離はなれ際ぎわ、見せつけるように大きく翼つばさを振っていたからだ。

　そして天才ぶりがほとんど予知能力者に達しているさよりは、空港ロビーに集合しての点呼の際、傍かたわらにコロ付きの旅行カバンを寝ねかせておいた。

　と、嫌な予感は的中した。

「カーカカカカカ！」

　笑い声が空港のロビーに響ひびく。搭とう乗じよう口ぐち方面でなく、入り口の自動ドアを開けて入ってきたのは、すでにサングラスにアロハシャツに短パン姿のかじかである。

「やぁ皆みなの衆！　遅おそかったじゃないさ！」

　かじかはそう挨あい拶さつすると、さっそくさよりに跳とびつこうとした。

「さよりちゃーん、待ってたんだからぁ！」

　しかし跳び上がったかじかは、着地時にさよりの傍らの旅行カバンを見事に踏ふみつけてしまう。

　ごー。

　スケボーのような音を立ててかじかはロビーを滑すべっていく。

「ひゃあああ！」

　果てしなくロビーを疾しつ走そうするかに見えたかじかを乗せたコロ付きの旅行カバンだが、やがてロビーの端はし、飛行機のカーゴに積んだ荷物を回転させるベルトコンベアに激げき突とつして止まる。

「どひゃ！」

　カバンに乗っていたかじかは、その勢いのままベルトコンベアの上に。

　かくして黒いゴムベルトの上を、短パンのお尻しりを突き出してつっぷした美少女が流れていく。
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「点呼の続きするぞー」

　さよりは旅行カバンを回収しながら言った。

　かじかはゴムののれんをくぐって壁かべの向こうに消えていった。

「みんないるなー。それじゃ、バス乗るぞー」

　さよりは呼びかけたが、そこに生徒から声が上がる。

「先生！　初はつ芝しばさんがまだです」

「あー、初芝か。また死んだか？」

「みたいです」

　さよりと生徒はなんとも怖おそろしい会話をかわす。

　ほどなくして初芝こちの居場所は判明した。

　空港の片かた隅すみに人だかりができていたからである。

　その人だかりの中央では、一人の少年がひざをついて、髪かみの長い美少女を助け起こそうとしている。その美少女が空港でばったりと倒たおれたものらしい。

「助けてください！」

　少年は叫んでいる。

「助けてください！」

　美少女の顔は青白く生気がない。口の端から血が一筋流れている。長い髪はいまどき珍めずらしく真っ黒で、髪型は完全なワンレングス。その髪が片目が完全に隠かくれるようにばっさりと落ちかかっている。露あらわになっている片目は大きく見開かれ、瞳どう孔こうまでが開ききっている。美少女ではあるが、いまや完全にマンガに出てくる幽ゆう霊れいの外見。彼女が初芝こちである。

「あ、すいません、どうも」

　さよりは人ひと混ごみをかき分け前に出る。それに気づいた少年が、すがるようにさよりを見上げる。

「空港の売店で彼女と知り合ったんですが、いきなり倒れて……お知り合いの方ですか？」

「彼女の担任です。いや、すいません。彼女、よく死ぬので」

　さよりは笑いながら言った。

「死ぬ？」

　少年はこちの手首を握にぎった。

　脈はなかった。

「死んでる！」

「ほら、死ぬんです」

　さよりはそう言うと、平然とした顔で周りにいる野や次じ馬うまに呼びかけた。

「すいません、お騒さわがせしました。大だい丈じよう夫ぶですから」

　しかし、少年は収まらない。

「ちょ、だって死んでますよ！」

「だから死んでます。ほっとくと起きますから」

「起きる？」

「あ、先生」

　か細い声がした。

　目を見開いたままのこちの口から声が漏もれていた。

「ぎゃ！」

　少年が驚おどろきのあまり手を放す。

　ごっ、と音がして床ゆかにこちの頭部が落ちる。

　だらだらと赤い血が床に拡ひろがりはじめた。

「う、うわぁぁああ！」

　少年は絶ぜつ叫きようする。

　しかし、さよりはぱたぱたと手を振ふっただけだ。

「あ、大丈夫ですから」

「だ、大丈夫って……」

　少年がおそるおそるこちの顔をのぞき込もうとしたその瞬しゆん間かんだった。

　きゅたっ、と一瞬でこちが起きあがった。映画の逆回しかワイヤーアクションのようだった。身体をぴんと伸のばしたまま膝ひざも曲げずに直立したのである。

「ひぃいいぃやぁああああ！」

　少年は逃にげ出した。

「あ、逃げた」

　こちはつぶやいた。まるで唇くちびるを動かさずに。

　そして、こちは少年を追いかけはじめた。

　手を両りよう脇わきにだらりと下げて直立したまま、微み塵じんも足を動かさず、まるで宙を滑すべるかのように移動を開始する。その速度は驚いたことに走る少年よりも速い。

　少年は振り返り、ズームアップのように迫せまってくるこちに声にならない悲鳴を上げた。

　さらにスピードを上げるべく少年は前を向いて必死に走り出した。

　が、少年が速度を上げたとき、こちが瞬間移動した。

　こちはいつのまにか少年の前に立ちはだかっていた。

「けぇはぁ！」

　もはや意味のない絶叫とともに少年は尻しり餅もちをつく。

　だらりと手を下げたこちが少年を見下ろした。

　そして……。

　ぎろり。

　露わになった片目を見開いた。血走った、まつげのない目だった。

「あぁぁあぁあぁあぁあぁ……」

　少年は気を失った。

「こらぁ、あんまり一いつ般ぱん人を驚かすなぁ」

　ようやくさよりが追いついてきた。

「お礼を言おうと思って……」

　こちが口元から血を流しながら言った。
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「お前のお礼はお礼参りと変わらないぞ」

「よく意味がわかりません」

「そうか。それよりどうしていきなり死んだ？　やっぱり暑いからか？」

「はい。急激な気温の変化に耐たえられずに」

「そうか。熱帯魚並みに繊せん細さいだな、初芝は。ほら、この人は先生が起こしておくから、バス待ちの列に戻もどれ」

　さよりは言った。

「はい」

　そう答えたこちは足あし下もとのほうから段々と透とう明めいになって消えていった。

　初芝こち。幽ゆう霊れいの天才である。

　どういうわけか、こんな天才たちが２年Ａ組に集まっているのである。

　彼女たちの全員が水泳部の所属。

　そして顧こ問もんは園川さより。
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　しかし、ここで一気に話は動く。

　ここは沖縄郊こう外がいのとある一等住宅地──の地下五十メートル。

　驚おどろくなかれ、ここに学校があった。

　その名も『見えない天才高校』。略りやく称しようは『みえこー』。その名の通りの秘密高校であり、天才を育成する高校である。無論、高校とは言うが、学校法人認にん可かはされていない。生徒は普ふ通つうの高校に通い、休日にこの学校にやってくるのである。

　今、『みえこー』２年Ｄ組の教室に二人の人ひと影かげがあった。一人は教きよう壇だん、一人は教室の中央の席に座すわっている。地下であるため、教室に窓はなく、壁かべにはペンキで青空が描えがかれている。明かりは天井の蛍けい光こう灯とうのみだが、今は前半分側が消され、教壇に座る女教師の顔は闇やみに紛まぎれて見えない。

「先天性の天才どもがこの沖縄にやってきました」

　女教師は口を開いた。重々しい、というよりは苦々しい口調。

「わかっています、先生」

　そう答えた生徒は、まっすぐに口をひき結んでいた。なみなみならぬ決意がその目に表れている。が、その顔立ちは優やさしい。おっとりとした太めの眉まゆ、くりっとした大きめの目、小さめの口。レンズが小さく上品なデザインの眼鏡をかけている。長い髪かみをバレッタでとめていた。いかにも品行方正な委員長といった風ふ情ぜい。

　その彼女が緊きん張ちようした面おも持もちで、この秘密結社の司令官に命令されているかのごとき状じよう況きようにおかれているのである。

　女教師は表情こそ見えないが、その握にぎりしめた拳こぶしにはかなりの力が入っている。その怒いかりの理由は次の言葉で知れた。

「政府が天才を公認するようになってから、我ら後天的な天才は苦く汁じゆうをなめてきました！　この学園の目的は天才を育てること！　しかし、政府は生まれつきの天才しか公認しない！　この不平等を是ぜ正せいするために、わたしたちの学園は立ち上がらねばなりません！」

「はい先生」

　少女は素す直なおに答えた。が……。

「しかし、先生、前から疑問だったのですが、後天的な天才というのは、普通は秀しゆう才さいと呼ぶのでは……」

「…………」

「先生？」

「……この学校の名前は見えない天才高校です。名前の通り天才のための高校です」

「いえ、〝見えない〟が高校にかかるのならいいのですが、〝天才〟にかかるのだとしたら……」

「佐さ々さ岡おかひばりさん」

「はい」

「……お黙だまりなさい」

「はい」

　ひばりはそれから言われたとおりに口をつぐみ、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　が、やがて沈黙に耐えられなくなったかのように女教師が口を開く。

「そんなに素直に黙らなくていいですから。素直なのが後天的天才の弱点ですね」

「はい。でも、素直というのはやはり秀才の特とく徴ちよう……」

「佐々岡ひばりさん」

「はい」

「お黙りなさい」

「はい」

「…………」

「……………………」

「………………………………」

「…………………………………………」

「佐々岡ひばりさん」

「はい」

「あなたの任務はわかっていますね？」

「はい。政府公認の天才を懲こらしめ、わたしたち後天的天才がより優すぐれているのだと証明することです」

「そうです。これまでも私たちは天才たちを凹へこませ、その自信を喪そう失しつさせてきました。これを繰くり返せば、必ずや政府も先天的な天才のもろさを知り、政策を変更するに違ちがいありません」

「はい。必ずや私も作戦を成功させます」

「『聖バロウズ学園』に対しての作戦にはあなたが志願したのですから、しっかりおやりなさい。この学園の天才は五人。園その川かわさより、有あり藤とうかじか、高たか沢ざわすずみ、荘そうめだか、初はつ芝しばこち」

「はい。ターゲットの名めい簿ぼは確かく認にんしました。特に裏切り者の園川さよりは許しません！」

　ひばりは力強い口調で言い、制服の胸に手をやった。沖縄在住だというのに日焼けしていないその白い指で胸のペンダントを取り出す。

　銀の丸いペンダントはロケットになっており、ひばりはそれを開いた。

　色あせた写真がそこにある。

　写っているのは、幼い日のひばりとさよりだった。五、六歳ほどか。仲良くカメラに顔を向けている。ひばりは笑ってＶサインを。が、さよりはどういうわけか、何かに気づいたかのような顔でひばりのＶサインを引き下げようとしていた。

　ひばりはロケットを閉じると、椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「あの日の恨うらみ……今こそ……」

　彼女の背後には、確実に〝ゴゴゴゴゴゴゴゴ…………〟という文字が見えていた。
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　おきなわワールド。

　沖縄最大のテーマパークであり、修学旅行の定番。当然ながら『聖バロウズ学園』も空港からバス直行でここに来ていた。一日目の行程はこの周辺のみでほぼ終しゆう了りようという予定である。

　伝統の赤い瓦屋根の建物の奥おくに広場があり、ここで食事をとり、ハブの生態や伝統舞ぶ踊ようのショーを観みることになっている。

「移動するぞー」

　さよりは照りつける太陽に目を細めながら手を上げた。

　天気は快晴。世間では秋だが、沖縄では夏だ。

　暑い。

　さらに背中にかじかがべったりとはりついていればなお暑い。

「有あり藤とう君」

「なーに、さよりちゃん？」

　かじかはその豊かな胸をぐりぐりとさよりに押おし当てる。

　しかし、さよりは困ったような表情で、

「暑い」

　とだけ一言。しかし、かじかはめげない。

「嫌いやだなぁ、二人の愛の温度だもの。そりゃ暑いさね」

「そうじゃない。沖縄の気温で人間二人がくっつくとなおさら暑い。そういうことだ」

「嫌だなぁ、さよりちゃん。今の気温は三十八度。体温は高くても三十七度。だからくっついてた方が涼すずしいんだな、これが」

　かじかは言った。

「ん……？」

　さよりは少し考えた。だが……。

「おい、あんまり混乱させるような嘘うそをつくなよ……！」

「ばれたか……」

「ばれたから離はなれろ。あんまりくっつかず、おとなしくしていれば旅行に参加させてやるから」

　さよりは諭さとすように言った。

「うわ、さよりちゃん、話せるぅ」

　かじかは躍おどり上がった。そして密ひそかにほくそ笑えむ。

　──これでさよりちゃんを襲おそうチャンスが……。

「聞こえてるぞ。おとなしくしていろと言ったんだ」

「ぬふぅ」

　かじかは無念の声を上げた。




○




　２Ａの面々が腰こし掛かけているのはハブ公園の小さなステージを取り囲むベンチである。これから『わくわくドッキリショー』が行われるのだ。

「それにしても、『わくわくドッキリショー』というセンスはどうなんでございますかしらね？」

　やおい少女であるすずみが、さよりを挟はさんでかじかに語りかける。かじかはべったりと、すずみはさりげなくさよりの腕うでに自らの身体からだを寄せている。

「暑いよ」

　さよりは文句を言うが、かじかもすずみも聞いてはいなかった。

「蛇へび見てもドッキリはしてもわくわくはしないよな」

「そうですわよねぇ。どうも看板によれば二メートルを超こえるハブが見られるそうでして、それでわくわくしていただきたい、とこういうことみたいですけど」

「男の子はわくわくするかもしんないけどな」

「さよりちゃんは、わくわくいたしますの？」

「しないよ」

　さよりはつまらなそうに答えた。

「ならやっぱりダメなんじゃないですかしら？」

「まぁあれだ。ハブの三角形の頭を見て興奮するのは女だけってことで」

　カカカカカ、と下品な笑いをかじかは漏もらす。

　すずみの顔が赤くなった。

「げ、下品なことお言いでありませんのよ！」

「おいおい、お前の描かいてる同人誌にはハブの頭がいっぱい出てくるじゃんか。黒い線で消してあるけど。カカカカカ」

「違ちがいますわ！　下品っていうのは男女のそういうことでしてよ！　男同士なら下品じゃありませんの！」

「どんな理り屈くつだ」

　さよりは思わず突つっ込むが、すずみは聞いちゃいない。

「劣れつ情じようでなく、純じゆん粋すいな愛から背徳的な関係に墜おちていくのだから美しいんでしてよ！　あんたみたいに直接的なそれは下品だと、こう申し上げてるんですの！」

　すずみは、ぐ、と拳こぶしを握にぎって力説する。

　かじかは嫌いや味みったらしく目を細めて笑い、ひょい、とさよりの股こ間かんに手を伸のばすとチャックに手をかける。

「うわ！　こら！」

「じゃ、お前、さよりちゃんのハブを見ても興奮しないわけだ」

「馬ば鹿か！　やめろ！」

　さよりは身をよじって逃にげ出した。

「うー、まさかこんなことをされるとは予測できなかった……」

　かじかは舌をしゅるしゅると蛇みたいに伸ばしてにやにやする。

「あまりに常識はずれで、さらに想定していなかった性的なことだけは予測できないらしいね。カカカカカ。ウブなんだからさよりちゃんったら……」

「ええい、うるさい」

　さよりは、さっさとすずみの隣となりに自らの席を移してしまう。かじかが懇こん願がんするような顔になる。

「あ、こら、ちょっとしたいたずらじゃんさ。私の隣に座すわってよ、さよりちゃーん」

「ちょっとしたいたずらで露ろ出しゆつさせられたらかなわないよ！」

「ほら、さよりちゃんもああおっしゃってるんですから」

　すずみはかじかをぐりぐりと足で押おしのけながら、どさくさにまぎれてさよりの身体を抱だき寄せる。それを見とがめたかじかはわめく。

「こ、こら！　それは不純異性交遊だ！　教師と生徒の禁断の関係だ！」

「あんたもっとひどいことしようとしたじゃありませんの！」

「教師と生徒のスキンシップでしょうに！　ドラマの金八先生でもあの程度はやってた！」

「やっておりませんわよ！　せいぜい生徒が麻ま薬やくやってた程度でございますわ！」

《えー、これよりステージを開始いたします……》

　どこか遠えん慮りよするような声がスピーカーから響ひびく。

　するとポロシャツ姿の青年が走り出てきた。

「めんそーれ！　皆みな様さま！　おきなわワールドハブ公園にようこそ！」

　かじかたちの騒さわぎが目に入っていないかのように振ふる舞まっているのは大したプロ根こん性じようである。

　青年はひとしきりの挨あい拶さつとこのハブ公園の説明をした後、後ろにあった大きな水すい槽そうを指さした。それは横にかなりの長さがあるもので、側面から見ると様々な障害物があるレースコースのように見える。水槽はふたつ並んでいた。片方には中に池が造られている。

「はい。これは、ハブとマングースの対決用に作られた水槽です。片方にマングース、片方にハブが入り、レースをするようにできています。昔はこの二匹ひきの動物を戦わせていたのですが、可哀かわい想そうだというのでレースに変へん更こういたしまして……」

　かじかもさすがに騒ぐのをやめ、すずみに小声で話しかける。

「戦ったらハブが負けるんだろ？　ハブが死ぬのがかわいそうって抗こう議ぎしたのはどんなやつなんだかね」

「さぁ？　わかりませんわね」

「案外、欲求不満の女だったりして」

「まだ言うんですの、この人は」

「だって、マングースが雄おすだか雌めすだかわかんないけど、三角頭をいじり倒たおして殺しちゃうわけでさ。すごい変態的だよな。カカカ……」

「そうか……そうですわ！」

　すずみの脳内に何かがひらめいたらしい。

　唐とう突とつともいえるほど急に表情が変わる。真しん剣けんというより深刻、に近い顔になる。目からいきなり光が無くなり、ぶつぶつと何事かつぶやきはじめる。

「戦い合っていた二人が今やガラスの向こうに離はなされて……ぶつぶつ……」

「き、北きた島じまマヤ……？」

　かじかが思わずつぶやく。

　だが、すずみの耳には届かない。今や、すずみはやおいの仮面をかぶっていた。

　そう、ぶつぶつとつぶやいているのはやおい妄もう想そうだ。




（以下、すずみの脳内プロットをお楽しみください）

　マングース（雄）とハブ（雄）は対立するマフィアのヒットマン同士。それぞれ〝残ざん忍にんな牙きば〟〝毒どく蛇じや〟と恐おそれられる美形の男。

　死力を尽つくして戦い合ううちに友情が芽生え、それがいつしか愛に変わってしまうんですの！

　しかし現実は非情。

　お互たがい殺し合うようにボスから命じられる二人。

　武器で戦うには忍しのびなくて生身で戦うのだけれど、戦せん闘とう力はマングースの方が上。しかし、その殴なぐり合いがいつしか……。

「ふふふ……もう抵てい抗こうする気力もないだろう？」

「うう……好きにしろ」

「ああ、好きにさせてもらうさ」

「待て、マングース、何を……」

「どうせ死ぬなら気持ちよくなってから死にたいだろう？」

「やめろ、この変態……！」

「何が変態だ。お前の三角頭はもうこんなになってるじゃないか」

「畜ちく生しよう、わかっているくせに」

「ああ、ハブ、ハブ」

（以下、掲けい載さいするに忍びないので、さわやかなデスメタルをお楽しみください）

　♪[image: ]ぉー[image: ]ぁーぶぶぶぶげぅぇあぁぼぅあ～！

（再開します）

　しかし、なんと二人の行こう為い中にマフィアは和解！

　戦い合っていた二人はもはや争う必要が無くなってしまいますの。しかし、それはハッピーな関係につながるわけじゃなく、二人の別れを意味しているんですわ！　マフィアのヒットマン同士の密会は当然ボスから疑われますから。でも、隣となり合ったビルで透とう明めいなガラスを挟はさんで二人はお互たがいを求め合うんですの。
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「マングース！」

「ハブ！」

　そして二人は三角頭を突つき出しながら、ガラスにこすりつけ……。

（ご静せい聴ちようありがとうございました）




「ハブの勝ちですー！」

　ハブ公園の青年が宣言する。

　すずみは、はっとして我に返った。

「ハブの勝ちってことは、マングースが先にイッたんですの？」

「なんでそうなるんだ……」

　さよりはつぶやいた。




○




　ハブ公園で馬ば鹿か騒さわぎをするさよりたちにこっそりと近づく影かげがあった。

『みえこー』の刺し客かく、佐さ々さ岡おかひばりである。

　委員長顔の眼鏡をキラリと光らせて、『聖バロウズ学園』の制服の襟えりを正すと、ハブ公園で今は二メートルを超こえるハブを見学中の生徒たちの中に紛まぎれ込んだ。

　巨きよ大だいハブを見て歓かん声せいを上げる生徒たちの間をさりげなくすり抜ぬけ、バックヤードに。そしてステージ用のハブを飼育しているケージにひばりは足を忍ばせて接近していく。

「くくくく、くくくのく」

　ひばりはにやりと笑う。

「ここでハブを客席に放せば……」

　ひばりの思考はこうである。




・ハブを客席に放す

　　　　↓

・客席パニック

　　　　↓

・生徒が怪我けが

　　　　↓

・ハブを放したのは『聖バロウズ学園』の生徒

　　　　↓

・つまりハブ公園の責任は問われず教師の責任が問われる

　　　　↓

・さより教師解任

　　　　↓

・さよりの信用失しつ墜つい




「完かん璧ぺきね。あとはハブを放して、その後、わたしが目もく撃げきされればいいのよ」

　ひばりは眼鏡を輝かがやかせ、その計画を実行すべく、ケージの鍵かぎに手をかけた。網あみ状になったケージの内側では多数のハブがとぐろを巻いている。どれだけヘビ慣れしていようがさすがに不気味に感じる光景だ。

　当然ながらひばりも及および腰ごしであるが、それでもケージの扉とびらにかかった南ナン京キン錠じように手をかけた。ハブがしゅるしゅると舌を出すのを横目に見ながら、南京錠にヘアピンをつっこんだ。

　さすがに後天的天才である。南京錠をヘアピンで外すくらいは朝飯前である。

　扉を開けたひばりは、すぐに腹から湯たんぽを取り出した。暑いはずなのだが、さすがに後天的天才である。がまんしていたのだ。

　この湯たんぽは、ハブを誘ゆう導どうするためのものである。さすがに後天的天才である。彼女はハブの生態を調べ上げていた。ハブは耳が聞こえず、目もあまり良くない。ただ熱源を探知し、そこに突とつ進しんしていくという性質を持っているのである。

　ひばりは紐ひもをつけた湯たんぽを入り口近くでぶらぶらさせ、そこにハブが向かってくるのを、ひょい、ひょい、とかわしつつ少しずつ外に誘導していった。さすがに後天的天才で、見事な誘導っぷりである。基本的に後天的天才とは努力の人である。まさに涙なみだぐましい努力の末に、ひばりはハブを誘導しているのだ！

　ケージからハブが束になったロープのようにからみあいながらひばりの湯たんぽを目指してしゅるしゅると移動していく。

　ひばりは、「チッチッチッチッ……」と蟲むし使いのような声を出しながら外へ外へとハブを連れてゆく。そして、ステージに繋つながる扉まで来たところで、わざと物音を立てる。

　がたり。

「誰だれだ！」

　ハブ公園の職員が気づいたらしく、声があがる。ひばりはそちらに背中を見せつつ、湯たんぽを客席に放り出す。

　ゆっくりと湯たんぽは回転しながら客席に飛ぶ。

　それを追おうと、多数のハブが赤い舌をしゅるしゅるさせながらジャンプの体勢に身をかがめる。

　湯たんぽの先には２Ａの生徒たちがいる。

　いままさに、いたいけな彼女たちに残ざん忍にんな毒どく牙がが突つき立てられようとしていた──。




　──しかし、ここで時間は少し戻る。

　ハブのケージに向かってステージのバックヤードに入るひばりをさよりはちらりと目もく撃げきしていた。

　さよりは、その刹せつ那な、瞬しゆん時じに脳のう裏りで何が起こるかを計算していた。

　そもそも自分のクラスに限らず『聖バロウズ学園』生徒全員の顔を記き憶おくしているさよりである。一瞬の後ろ姿であっても違い和わ感かんを抱いだくに十分であった。




・偽にせ生徒がバックヤードに入る

　　　　↓

・目的は何にせよ害意はあるだろう

　　　　↓

・端はしに座すわっている酔よっぱらい少女、愛あい甲こうしいらの名を呼べばすべて解決




　これがさよりの思考だが、二番目と三番目の間に思考の飛ひ躍やくがある。これが先天的天才というものだ。

「おおい、愛甲君！」

　さよりは呼ばわった。

　そのときこそ、ひばりが観客席に向かって湯たんぽを投げたその瞬間だった──。

　いつも酔っぱらってニコニコしているしいらが声に応こたえて一いつ升しよう瓶びんを持ち上げ──。

　──その一升瓶が見事に湯たんぽをたたき落としたのだ。

　かつーん。

　甲かん高だかい音が響ひびく。

　湯たんぽは世界記録保持者川相かわいのバントのように正確に投げたひばりの許もとに飛んでいく。

「え？」

　あまりのことにひばりは言葉を失う。

　跳とびかけたハブたちは、しゃきっ、ともたげた首を回転させる。

　もちろんひばりの方に。

「ほーっ、ほーっ、ほあーっ！　ほあーっぁああ！」

　奇きっ怪かいな悲鳴を上げながら、ひばりは逃にげ出そうとするが、湯たんぽの栓せんが抜ぬけ、ひばりはお湯を被かぶってしまう。

　今やひばりはハブたちにとって探知しやすい熱源だ。

　ハブが次々と跳んだ。まるで並べて一気に火をつけたロケット花火のようだった。

「うぼぁー！」

　ひばりは地面に倒たおれてしまう。そこにのしかかるハブの群れ。ホラー映画で本当にヘビに埋うまるシーンがよくあるが、まさにそのままにひばりはハブに埋もれてしまう。

「沖縄にハブは四種類います。褐かつ色しよくから黒っぽい色をしているのがサキシマハブ、それに似ているけど頭が細いのがタイワンハブ、全体に黒くてずんぐりしているのがヒメハブ、そして、一いつ般ぱんに黄褐色のものがホンハブ、いわゆるハブです。ですが、ヘビには珍めずらしく、それぞれ同じ種類でも極きよく端たんに色が違ちがうものが多いので、ハブに似たヘビにはとにかく近づかないことです……」

　ステージではひばりに気づいていないのか解説が続いていた。
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「は、はぶー……」

　ひばりの手がハブの間から宙に向かって伸のばされた。




○




「えー、こんな遊びはしないでくださいね。普ふ通つう死ぬんで」

「はぁ。しかし、うちの生徒じゃないんですよね……」

　さよりはハブ公園医務室のベッドの上で意識を失っているひばりの前に立ち、ひばりに注射をうつ医師に不思議そうな顔を向けていた。

「でも、同じ制服ですよ？」

「僕は全校生徒の顔を覚えていますので……。確実に彼女は違うと思いますよ。後で生徒手帳とか確認して何かあったら僕が警察には連れん絡らくしますので」

「わかりました。血清はうってますし、安静にしていれば問題ないですよ」

　と、医師が言ったとき、がば、とひばりが起きあがった。

　目を丸くしてさよりとひばりが対たい峙じする。

　かっ、とひばりの目が見開かれた。

　うわ、と思わずさよりが身をひいてしまう。

「ききききききき」

　ひばりがわなわなと震ふるえ出す。

「きききりん？」

　思わずさよりは訊きいてしまうが、ひばりは一瞬うつむいた後、いきなり顔を上げて叫さけんだ。

「違う！　貴様！　見たな！」

「見たって何を？」

「わ、わ、わ、わたしの顔を見たな！」

「見たけど……何？」

　きょとん、としてさよりは訊き返す。

　すると、ひばりは、不意に黙だまり込み、じわり、と目に涙なみだを浮うかべはじめた。

　そして……。

「う……う……う……うわぁああああああん！」

　涙を左右に水芸のように飛ばしながら、さよりを押おしのけて医務室を飛び出していく。

「お、おい、君！」

「今動くと危ないですよ！」

　さよりも医師も後を追うが、ひばりはジェット噴ふん射しや機でも背負っているかのように、あっという間にハブ公園から遠ざかっていく。

「す、すごい体力だ……ハブにかまれたのに……」

　医師は驚おどろきを口にする。

　一方、さよりは小首をひねった。

「彼女、どこかで見たような……」

　と……。

「カーカカカカカカカカ！」

　いきなりの笑い声が響ひびいた。

　当然ながらかじかである。

　いつの間にかさよりの後ろに立っている。クラスの生徒たちは沖縄伝統舞ぶ踊ようエイサーのステージに行っているはずだが、どうやらハブ公園に潜ひそんでいたものらしい。

　かじかはしゅるりとさよりの首に腕うでを回して後ろから抱だきすくめようとするが、さよりはどういうわけか手に注射針を持っていた。

　ぷす。

「くわぁーぁあああ！」

　かじかは腕を刺さされて悶もん絶ぜつする。

「あ、あぶないぞ有藤君……」

　無自覚に自己を防衛したさよりは、それよりも、と逃にげたひばりを目で追う。

　と、その様子に気づいたかじかは、悶絶から素す早ばやく立ち直ると、いきなりこう断言する。

「あれは、恋だな！」

「こい？」

「そう、恋！」

「確かに昔、食べられそうになっていた錦にしき鯉ごいを助けたことがあるからその恩返しに……」

「もうぅ！　さよりちゃんたらギャグが苦手なんだから！　そういうところも可愛かわいい！」

　かじかはもだえながらさよりの背中を叩たたこうとするが、さよりは落ちた注射針を拾おうと身をかがめ、それを偶ぐう然ぜんかわす。

「……いや、ごめん、ギャグじゃなくてマジで鯉だと……」

「天才はこれだから……。いや、そんなことはいい！　ハブの檻おりの中に隠かくれて見ていたけど、彼女はさよりちゃんに恋してる！　恋！　つまりＬ・Ｏ・Ｖ・Ｅ！」

　かじかはそう叫んでさよりを指さした。

「恋……！」

　さよりは驚く。

「そう！　私もさよりちゃんに恋する女だけに、ライバルには敏びん感かんさぁね！　あれはきっとさよりちゃんの昔の知り合いだな！」

　かじかは自信満々に断言する。

「さよりちゃんは色恋沙ざ汰たに弱いから記き憶おくから消してるんだろうけど、あれは確実にそうだ！　あれは恋する女の反応！　自分をおぼえていなかったことにショックを受けて逃にげたのさ！」

「そうなのか……」

　さよりは考え込むが、一方のかじかはアホのように自信に満ちた態度を崩くずさない。

「だから、さよりちゃんはあの女を追っちゃダメ！」

　断言すると、さすがに棒立ちになったままのさよりを抱きあげると、「カカカカカ」と笑いを残して医務室を走り去った──のだが、後を追ってきたすずみに発見され、どさくさにまぎれてのさより拉ら致ちは失敗に終わった。

　医師は今まで見たことを忘れることにして、咳せき払ばらいをするといつもの勤務に戻もどった。




○




「何だってさよりちゃん拉致ろうとしてらっしゃるんですのよ、あなた！」

「そう言うな、すずみ。大変だったんだ」

　かじかは真しん剣けんな顔で応じた。

　修学旅行は予定通り進み、おきなわワールドを離はなれてバスで移動中だ。ホテルに帰る途と上じようである。

「……え？　ハブに巻かれてたのはさよりちゃんの昔の知り合いですの？」

「うむ。なんだかわからないが尋じん常じようでない態度だった。ハブを放して私たちをパニックに陥おとしいれようとしたところ、失敗したものらしい」

「なんだかわけのわからないことになってるんですわねぇ」

「私とさよりちゃんの仲を嫉しつ妬としてのことだろうな」

　腕組みをしたかじかはいかにも訳知り顔でうなずいた。

「馬ば鹿かはなぜいつも自信満々なのか昔から疑問だったんですのよね……」

　横目でかじかを見るすずみだが、かじかはまたも大きくうなずいた。

「そうだな。馬鹿だから自信満々にハブを放すなんていう無む謀ぼうな計画を実行したのだろう。嫉妬に駆かられたとはいえ、あまりに愚おろかしい……」

「いや、馬鹿というのはそっちのことじゃありませんで……」

「そうか、この私にたてついたことか。だが、こそこそと汚きたない手を使っていたわけだから、最初から私を恐おそれていたに違ちがいないな。カカカ」

「脳に素す晴ばらしい回路でもついておいでですの、あなた」

　そうこうしているうちにバスはホテルへ。

　本日の行程はこれで終しゆう了りようである。

　一同は事前の部屋割り通りにホテルの各部屋に向かったが、さよりだけは先ほどのことが気になっているのか、ぼんやりとしたままであった。
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「さて、ここでようやく水泳部らしい活動ができるようになった」

　かじかは水泳部員たちを前にして仁に王おう立ちになり、演説をするギレンのごとくに拳こぶしを握にぎりしめた。

　高たか沢ざわすずみ、荘そうめだか、愛あい甲こうしいら、初はつ芝しばこち、と全員がかじかの前にちょこん、と座すわっている。

「ねぇ、水泳部らしい活動って何ですの？」

「わからんのか？　選ばれた優良種たる水泳部員は、その名の通りに世界に覇はを唱えるのだ」

　かじかは断言した。アタックチャンスを宣言する児こ玉だま清きよしのごとくに握った拳を震ふるわせながら。ぐぐぐ、ぐ。

「水泳部の名前と覇を唱えることが繋つながってないでしょーに」

「繋がりを説明するのは容易だが時間がかかる。この与あたえられた時間を有効に使うには相応ふさわしくない」

「あの……」

　そこでめだかがおずおずと口を開いた。

「何だ？」

「お話はわかったんでしゅけど……前は隠かくした方がいいと思いましゅ……」

　かじかはいまだ仁王立ちである。

　ついでに言うと、ここはホテルの大浴場である。

　大浴場で服を着ている者はいない。いくら天才であっても。

　そんなわけで、特に背の低いめだかが座っている目の前に、かじかが堂々と足を拡ひろげて立っているわけである。

　しかし、そんなことでひるむかじかではない。

「カカカ。水泳部たるもの※☆△を開いて見せられた程度でひるんでいてはこの激動の昭和を生きていけないぞ」

「平成でしゅ」

「激動といえば昭和なのだ。平成は戦争をしていないから激動ではない。まぁこの時代に戦争をしたら激動どころかもっと大変なことになるだろうけどな。ひめゆりの塔とうどころではないぞ、カカカ」

「平和を肯こう定ていする言葉には違いありませんのに、どうして妙みように不ふ謹きん慎しんに聞こえるんでございましょ……」

「それはそれとして、水泳部らしい活動を大浴場でってことは、まさか……」

　こちがか細い声で訊きく。

「そう、泳ぐ」

　かじかが断言した。

「お風ふ呂ろで？」

「人生、いつ温泉に落下してお湯の中で泳がねばならないとも限らない！」

「ございません」

「そんなことはないぞ。かつての偉い大だいな空手家のエピソードだ。その弟で子しが演えん舞ぶをすることになったのだが、床ゆかがその前の氷柱つらら割り演舞によって水みず浸びたしになっていたのだ。そのため、弟子は床が滑すべって完かん璧ぺきな演舞ができなかった。そんなとき、この空手家はこう言ったのだ。〝普ふ段だんから床に水をまいて練習しておかないからだ！〟」

「濡ぬれた場所で喧けん嘩かするのと温泉に落ちるのとどっちが多いと思ってらっしゃるのよ」

「……まったく口の減らない部員だ」

　かじかは頬ほおをふくらませる。

「ともかく、お風呂で泳ぐなんてやってられませんわよ」

　すずみはさっさと風呂につかる。他の者も次々と風呂に入りはじめた。

　しいらなどはかねて用意のとっくりをのせたお盆ぼんを湯船に浮うかべ、ちびりちびりとスポーツドリンクをやりはじめている。

「ええい！　やる気のない！　では実演を見せてやる。私の極ごく上じよう潜せん望ぼう鏡きようを見て驚おどろくなよ！」

「そ、それは水中でやるものですけど、水泳じゃありませんわ……」

　すずみの突つっ込みも無視して、かじかは風呂に飛び込んだ。ざんぶ、としぶきがとぶ。水泳部一同、頭からお湯を被かぶることになった。

「もう、クラスの他ほかの方もいらっしゃるんですから……」

　すずみはぼやく。

　しかし、かじかは水中にもぐったまま浮かんでこない。

「あれ……？」

「沈しずんだままでしゅ……」

「水死体になるのかしら……」

　自分の同類の誕生でも期待しているのか、妙にうっとりとした口調でこちは言った。

　と、そのとき、そのこちの背後でにわかに水面が盛り上がった。

　ざばぁ！

　地じ獄ごくの黙もく示し録ろくかランボーか。突とつ然ぜん、こちを羽は交がい締じめにし、その首をかつての猪いの木きばりの魔ま性しようのスリーパーで締め上げる。

「あ、部長！　何をするんでしゅか！」

「いくらなんでも、そりゃふざけすぎでしょ！　こちはすぐ死ぬんだし……！」

　部員たちの抗こう議ぎに、かじかはカカカ、と笑う。

「カカカ！　浅はかだぞ、諸君！　気づかなかったのか？　この風呂には敵が紛まぎれ込んでいると！」

「敵!?」

　かじかの指し摘てきににわかに水泳部員はざわめく。

　もっとも、それは水泳部員だけではなかった。他の生徒たちもざわついている。

「敵？」

「そうだ！　昼間のハブ少女だ！　脱だつ衣い所で確かく認にんしたところ、偽ぎ造ぞう制服が紛れ込んでいるのを見つけたのだ！」

「なんだってー！」

　かじかの指摘に生徒一同は驚き、お互たがいの顔を確認しはじめる。

「カカカカカカ！　諸君！　確認しあっても無む駄だだ！　奴やつは変装してこの中に紛れ込んでいるのだ！　そして、私がこちを押おさえ込んだということは……！」

「こちが変装した敵……！」

「服のサイズを見たが、こちと同じだった！　そして、こちの制服だけが脱衣所になかったのだ！」

「おお！」

「的確な推理……！」

「カカカ！　こちは大浴場に来る前に襲おそわれたに違ちがいない！　奴は死にやすいからすぐに無む抵てい抗こうにできるしな！　それを予期した私は水泳部に集合をかけ、風呂場で泳ぐという暴挙をあえて演じてみせたのだ！」

「す、すごい！　はじめて天才らしい部長を見ましたわ……！」

「カカカ！　私はまさに万ばん能のうの天才！　先読みも本気になればさよりちゃんなみにできるのだ！　さぁ！　貴様の所属と目的を吐はくのだ！」

　かじかはこちを背後から締めて湯船に沈しずめる。

　ぶくぶくと苦しそうな息があがり、こちが暴れる。

　適当なところで水から上げ、かじかは再度質問をぶつける。

「所属と目的は！」

　まさに拷ごう問もんだ。

「ぶ、部長……わたしは、こちです……」

「ええい、まだ言うか！　自分から言わぬなら、その変装、ひっぺがしてやる！」

　かじかはこちの長い黒くろ髪かみに手をかけた。えいや、とひっぱると、ずるりと髪の毛全体がずれるようにはがれる。

「やっぱり……！」

　皆みなが納なつ得とくしたようにうなずく中、一人の女生徒のみがいきなり金切り声を上げた。

「い、いやぁああああ！　髪の毛がはがれたぁあああ……！」

　湯船の端はしに立っていたクラスメイトの一人である。地味で目立たない存在の彼女が、一人だけ恐きよう怖ふに悲鳴を上げていた。

「え……だって、これってかつらでしょ？」

　その場にいた全員の注目が悲鳴を上げた女生徒に集まる。

　つまり、彼女ひとりだけがこちを偽にせ物ものだと思っていなかったわけで……。

「あり？　じゃあ、あなたが偽物ってわけですの？」

　すずみがおそるおそる指摘した。

　悲鳴を上げた女生徒は、「しまった！」と胸にタオルをあてた格好で湯船から跳とび退すさる。

「カ……カカカカカカカカ！」

　かじかは大たい笑しようした。

「ひっかかったな賊ぞくめ！　こちを痛めつけていればいたたまれなくなって自分から正体を現すものと思ったわ！」

　かじかは、ぐい、と右手を女生徒──正体を現したひばり──に向ける。その右手には大量のこちの頭とう髪はつが握にぎられたままだ。

「いや、ひっかかったなって……あんた、そこは素すで間ま違ちがってたでしょうに……」

　ひばりは変装をといた。ゴムのマスクがぺらりと下に落ちる。顔にはボンドの痕あと。往年の江え戸ど川がわ乱らん歩ぽ劇場における天あま知ち茂しげるの定番の変装だ。

「カ……カカカ……結果が同じならいいのだ！」

　かじかはこちの髪の毛を排はい水すい溝こうに放り投げながら苦し紛れに笑う。

　べちゃり、と落ちた髪の毛と、湯船にうつぶせになって浮ういているこちを見比べながら、すずみは不思議そうな顔になる。

「でも簡単に髪の毛がはずれたってことは、こちがかつらだったってことですの……？」

　そして、こちの頭に手をかけ「ひぃ！」と悲鳴を上げた。

「頭皮がはがれてますわ！」

　こちは頭皮をはがれた全ぜん裸ら死体となって湯船に顔を下にして浮いている。

　それを見た一同は、悲鳴を上げるより先にげんなりしてしまう。

「いや……」

「さすがに死体のこちとはいえ……」

「さすがに普ふ通つう、頭皮がいきなりはがれてしまうような腐ふ乱らん死体にはならんでしょうに……」

「ええい！　過ぎたことは過ぎたことだ！　こちはどうでもいい！　女！　所属と目的は！」

　再びかじかが訊きく。

　と、さすがに唖あ然ぜんとしていたひばりも気を取り直した。

「くっ……ばれてしまってはしょうがない……わたしは『見えない天才高校』の後天的天才！　そして、目的は……正義！」

「正義とは大きく出たな！　仮面ライダー２号じゃあるまいに！　それに『みえこー』だと？　天才を敵視する集団だな！」

　かじかは跳とび上がって湯船からあがる。

　ひばりと対たい峙じした。

　全裸で。

「そうだ、天才はその才能をいいことに好き勝手をしている！　このままでは地球が滅ほろびる！」

　ひばりはタオルで前を隠かくしながらも、かじかに気け圧おされるまいと声を張り上げた。

　しかし、迫はく力りよくという点ではかじかに勝まさる女子高生はいない。

「カカカ！　好き勝手で何が悪い！　うまいもん喰くって、いい男の凸■△くわえ込んで、自分の言いなりになる人間を増やして、敵をぶっつぶす！　これさえできてりゃ地球の行く末なんぞ知ったことか！」

　かじかは自分の腹を叩たたいた。すぱーん、と見事な音が大浴場に響ひびく。

「そ、それが自分勝手だというのよ！　何故なぜわからない！」

　ひばりは怒ど鳴なる。

　かじかはそれを笑い飛ばすばかりだ。

「カカカ、小さいのう、人間が小さいのう！」

　呵か々か大たい笑しようするかじかを見て、クラスメイトたちはいつのまにか、じーん、とわけもわからぬ感動に身を震ふるわせている。理り不ふ尽じんでありながらも断言してしまうカリスマ性こそがかじかの天才性だ。もっとも、同じ天才である部員たちにはあまり効果がないが。

「相変わらず無む茶ちやですわねぇ、部長……」

「敵さん、かわいそうでしゅ……」

「部長は自分の快楽しか考えませんものねぇ」

　すずみとめだかはうなずき合い、しいらは無言でスポーツドリンクをおちょこで飲んでいる。こちは相変わらず浮いたままだ。

　困ったのはひばりである。

「あ、あんたみたいのが地球を滅ぼすんだから！　わたしたちは地球を守るの！」

「おお、守れ守れ、こっちは楽でいいわい！」

「鬼おにかあんたは！」

「鬼より強いかじか様よ！　さて、そっちの名前を教えてもらおうか！　どういうわけかこっちを敵視してるのはわかったからねぇ、墓に刻む名前だけ聞いたらぶっつぶさせてもらうよ！」

　すっかり悪役の台詞せりふである。

「ええい！　笑っていられるのも今のうちよ！　わたしたちは天才の横暴に命を懸かけて立ち上がったの！　もちろん、天才の権けん威いを失しつ墜ついさせればそれに越こしたことはないけれど、次善策として天才の皆みな殺ごろしすら視野に入っているんだから！」

「み！」

「皆殺し！」

　一同は驚おどろく。

　無論、かじかのみは堂々としたものだ。

「それを口にしたからには、そちらも殺される覚かく悟ごがあるという言葉を今いま更さら取り消せんぞ！」

「先刻承知！」

　いつのまにやらひばりまで言葉遣づかいが引っぱられている。

　と、より一層迫力を増した顔になったかじかが、びし、とひばりを指さした。

「ならば訊いておいてやる！　さよりちゃんをその手にかける覚悟はあるのか？」

「なっ！」

　ひばりは絶句した。

「医務室での態度は見せてもらった。貴様はさよりちゃんの昔の知り合いにして、さよりちゃんに恋こい心ごころを抱いだいている！　そうだろう!?」

「う……」

　ひばりはひるむ。そして、自じ棄きになった。

「黙だまれ黙れ黙れ！」

　裸はだかの身をよじってひばりはわめいた。そして、伏ふせていた黄色いプラスチックの風ふ呂ろオケを足ではじき、下から出てきたスイッチを手に取る。

「むぅ、あのスイッチは！」

　事態を静観していたすずみもさすがに声を上げる。

　かじかは驚いて訊きき返す。

「知っとるのか高沢！」

「いや、単純に、この流れだとあれは爆ばく弾だんのスイッチですわよねぇ、と」

「畜ちく生しよう！　そうだよな、お前の好きなマンガとかアニメだとそういうパターンだよなぁ」

「その通り！　ホテルには爆弾を仕し掛かけさせてもらったわ！」

　ずい、とスイッチを突つき出し、ひばりは断言した。

「ちぃ。これだから後天的天才という名の凡ぼん人じんは困る……。自己犠ぎ牲せい精神など本当の天才は持たんというのに！　それにそもそも誰だれにでも予測がつくようなパクリ気味の最終手段を持っているというのがいかん！　天才と名乗っているが、所しよ詮せん、後天的は後天的！　というか、それは秀しゆう才さいと呼ぶのだ！」

　かじかは切って捨てた。

「後天的天才が秀才だろうってことは、わたしも気にしてるんだから！」

　ひばりは顔を赤くして叫さけび、スイッチを一層前に突き出す。

「動かないで！　どかんと行くわよ。それに、そもそも、ここに侵しん入にゆうした目的は自じ爆ばくするためじゃなく、天才を辱はずかしめるため！」

「辱めるたぁ、大きく出たな！」

「ええい、笑っていられるのも今のうち！　吹ふき飛ばされたくなかったら、動かないで！」

　ひばりは、そう言ってスイッチを握にぎっていない方の手で、かぶっていたかつらを外した。そのかつらの下には、電極のついたヘッドギアが入っていた。

「え……？」

「なに？　今どき某ぼう宗教ネタなの？」

「違ちがう！　これは、怖ろしいヘッドギアなのよ！　かぶってスイッチを入れると、その人間の思考を読み取り、インターネットに流すという機能を持っているの！　つまり、かぶったものの夢を映像化する機械！　まさに他人を辱めるためのマシーン！　『みえこー』の科学部が総力を結集した天才には作れぬ秀才の輝かがやきを形にしたかのごとき結けつ晶しよう体たい！」

　ひばりはヘッドギアをかじかの足あし下もとに投げる。

「かぶりなさい！　さもないと……」

「ほほう、この私を脅おどすとは」

　かじかはにやりとする。

「どこまで強がっていられるかしら？　この下には爆弾があるっていうのに！」

「カカカ……」

　かじかは肩かたを震ふるわせた。

「さすがに怖おじ気づいたようね！」

「カカカ……カーッカッカカカカカカカカカカカ！　笑っているのだ！　貴様の基準で私を量られても困る！」

「何っ！」

「そもそも天才の思考をネットに流して天才の権威が失墜するとでも思っているのか？」

「失墜するに決まっているでしょ！　天才は、自分勝手で、わがままで、嫌いやらしいことしか考えていないんだから！」

「その自由さに他人は惹ひかれるのだ！　だから、私の思考がネットに流れることを私は恐おそれないが、貴様の言うことを聞くのは業ごう腹はらだ。かといって吹き飛ばされるのは困る」

　かじかは少しもひるまない。

　追いつめられているのはひばりの方だ。

「そんなに言うなら、ちんけなプライドを捨ててかぶってみればいいじゃない！　さすがのあんたもクラスメイト全員巻き込むほど鬼き畜ちくじゃないでしょ！」

「だから貴様の小さい基準で考えるな！　私は貴様の小さい人間性に従うことを拒きよ否ひしているのみ！　クラスメイトが死のうがどうということはない！」

　大口を開けて笑うかじかに、ひばりはスイッチを握った手を震わせる。

「自分の置かれている立場を少しは……！」

「立場がわかっていないのは貴様だ！　私が準備をしていないと思ったか！」

「準備!?」

「女子大浴場の隣となりは男子大浴場！　そして、もうすぐさよりちゃんの入ってくる時間だ！」

「そ、それがどうしたって言うのよ！」

　動どう揺ようを隠かくせないひばりが訊きく。

　それに、かじかでなくすずみが答える。というより、ぼやく。

「嫌な予感がいたしますわ……。あー、誰か知らないけど、自じ爆ばく娘むすめさん、逃にげた方がよろしくってよ……」

「逃げる？」

　訊き返すひばりだったが、それより早くかじかが動いた。窓の外に向けて指を鳴らしたのである。

　大浴場の壁かべの一面は全面が窓になっている。屋上であるから覗のぞかれる心配もなく、夜景が見えて利用者からは好評なのだが、その窓の外にうごめく人ひと影かげがあった。

　ここは屋上である。地上二十五階。その空中から中を覗いている者がいる。

　軍服を着た女性であった。アメリカ人だ。かじかに応こたえて親指を立てている。屋上からロープでぶら下がっているのだ。

「えぇえぇえぇえぇえぇえぇえ！」

　ひばりだけでなく、大浴場にいた誰もが驚きよう愕がくの声を上げる。

　かじかが、にやり、と笑いつつ手を振ふり下ろした。

　金きん髪ぱつの女性兵士は、外から男子大浴場との間の壁の部分に爆弾をはりつけた。

　そして、かじかに手を振ってロープを放すと、すぐにパラシュートを開き、沖縄の夜空に消えていく。

　どん。

　爆音と、煙けむりが外から流れ込んでくる。爆発自体はさほどのものではない。が、彼女は建造物爆破のエキスパートだったのか、それだけの爆発で、女子大浴場と、男子大浴場の間の壁ががらがらと崩くずれ落ちはじめた。

　ホテルの上部の階は貸し切りになっていたわけで、圧あつ倒とう的てきに男子の数が少ない『聖バロウズ学園』においては、この時間の男子大浴場はさよりが入浴しているのみ。

　もちろん、さよりは大浴場におり、椅い子すに座すわって腰こしにタオルをかけて身体からだを洗うべくカランからお湯をオケに入れていたところであった。

　さよりは、突とつ然ぜんのことにさすがに、ぽかんと、口をＯの字に開いていた。

「あ……おい……な、なんだ……？」

　一方、かじかはガッツポーズ。

「予定通りだ！」

「ちょ、予定通りって……」

　あまりのことに端はたから見ていたひばりも言いよどむ。

「貴様には、どうせ女子大浴場を吹ふき飛ばす程度の仕し掛かけしかあるまい！　私はさよりちゃんと裸はだかのぶつかり合い、肉欲の宴うたげを楽しませてもらう！　では、勝手にやれ！」

　かじかはそう言ってきびすを返した。

「さよりちゃーん」

　そして走り出す。もちろん全ぜん裸らで前を隠そうともせず、豊かな胸を揺ゆらしながら。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　爆弾よ！　どかーんと行くわよ！」

　ひばりはそう言いながら後を追う。途と中ちゆう、ヘッドギアを拾い上げ、それを握にぎってかじかを捕つかまえようとする。

「おい！　こら、これはなんだってんだ！　馬ば鹿か！　来るな！」

　さよりは騒さわぐ。しかし、さすがに天然の自己防衛機能は働いている。石けんを絶ぜつ妙みような位置に転がしていた。

　全裸で跳とびかかるかじかは、ものの見事に石けんを踏ふみつけ、そのまま大浴場の床ゆかを滑すべって背後の湯船に落ちる。その石けんは、今度はかじかが転こけた勢いで背後に飛んでいき、かじかの後を追っていたひばりの足あし下もとに。

「え、え、え……」

　今度は石けんを踏みつけたひばりが滑る番だった。女子大浴場の床を滑って、崩れた壁の部分でつまずき、宙を飛んでさよりの座っている場所へ──。

「うわ！」

「きゃ！」

　さよりは正面から裸のひばりを抱だき留めてしまう。

　ぷよん。

　控ひかえめながらも柔やわらかいひばりの肌はだがさよりの身体に重なる。

　座っているさよりに倒たおれかかる格好のひばりは、簡単に起きあがることができない。

「ご、ごめんなさい……」
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　思わず謝あやまってしまうひばりである。

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだけど……」

　何が大丈夫なのかはわからないが、とりあえずさよりもそんなことを言う。

　しかし、ひばりはしっかりとさよりにしがみついたままだ。

　風ふ呂ろ場ばだけに互たがいの全身が汗あせで濡ぬれており、それだけに嫌いやでもお互いの身体がぴったりと接せつ触しよくしていることをどちらも感じていた。少し身じろぎするだけで、ぬるり、とした感触が肌に快感の電気をはしらせる。

「ちょ……」

「あっ……う、動かないで……」

　互いに怪あやしげな声を出しながらも、なんとか二人は身体を引き離そうとする。

　ひばりはもちろん、さよりも互いの顔をあわせたくはなかったが、ようやくひばりが身体を引き起こしたとき、ごく間近で見つめ合うかたちになってしまう。

　さよりの顔も、ひばりの顔も上気している。大浴場の温度だけが理由ではない。

「ひ……！」

　またもひばりは悲鳴を上げて逃にげ出そうとするが、その手をさよりがつかんだ。

「あ……！」

　さよりは驚おどろきの声を上げる。

「思い出した……！　ひばりちゃん！　ひばりちゃんじゃないか！　眼鏡をかけていたから昼間は気づかなかったけど……！」

「え……！」

　ひばりが驚きと喜びに顔を一いつ瞬しゆんほころばせる。

　が、そうなると一気に恥はずかしさがわき起こってきたらしい。

「きゃあああああ！」

　悲鳴を上げると、思わず身体を手で覆おおい隠かくした。

　と……。

　かっつーん。

　乾かわいた音が大浴場に響ひびいた。

　床に転がるスイッチ。

　その瞬間、時が止まった。

「あ」

　ひばりがつぶやく。

「……スイッチ、はいっちゃった」

「きゃあああああああああああああ！」

　さすがにこれまでの異常な状じよう況きようを忘れ、さらにさよりがいることにより引き起こされる羞しゆう恥ち心しんも忘れ、２Ａの面々は一いつ斉せいに男子大浴場に殺さつ到とうした。

「爆ばく発はつするぅうううううううううううううう！」

「助けてぇええええええええええええええええええええ！」

　さよりに向けて全ぜん裸らの女子高生たちが走り込んでくる。

　さまざまな形の乳ち房ぶさが揺ゆれながら突つっ込んでくる。ある種、男の夢がここに具現化しているわけだ。

　しかし、実際に遭そう遇ぐうしてみると恐きよう怖ふ以外の何物でもない。

　雪崩なだれとなった全裸女子高生がものすごい勢いで押おし寄せてくる。

「うわぁあああああああああ！」

　さよりは悲鳴を上げた。

　しかし、その悲鳴も全裸の教え子たちの波に呑のまれていく。

　そして、その直後に爆発がやってきた。

　爆発音自体は小さい。

　しかし、最上階だというのに地鳴りのような震しん動どうが襲おそってきた。

　そしていきなり女子大浴場の石造りの床ゆかがめくれあがった。人間の身長よりも大きなブロックになった床が、ぐい、と立ち上がるように浮ういてきて──落ちた。

　轟ごう音おん。

　ドガガガガガ……。と床材が下に消えていく。

　コンクリートの砂すな煙けむりがもうもうと立ちこめはじめる。

　そして、女子大浴場の床が完全に落ちた。

　やがて、水道管から漏もれる水音だけが周囲に響きはじめた。

　さよりはひばりを抱きかかえたまま、さすがにその光景に目を見開いた。

　女子大浴場は消え去った。男子大浴場から見たその先には沖縄の夜景があった。




○




　女子大浴場の下は客室であったが、そこに泊とまるべき生徒が大浴場にいたわけで、幸いにも死者もけが人もゼロで済んだ。

　いや。

　一人だけ忘れ去られていた。

　初芝こち。

　後にやってきたレスキューに発見され、その場で復活したことで死体慣れしている彼らの度ど肝ぎもを抜ぬいた。

　この話には尾おひれがついて、沖縄のこのホテルは後に伝説となった。

　本編とはまったく関係がないが、あるタレントは、このホテルに泊まったときのことをこう語る。





「いやー、このあいだね。沖縄に仕事で行ってきたんですよ。ドラマのね、仕事だったんです、えぇ。

　そのとき、うちの事務所にいる若い奴やつが……まあＡくんとしておきましょうか。Ａくんがねぇ、「Ｉさん、このホテル、ちょっと変じゃないッスか？」ってアタシに言うんだ。

「うん。ちょっと気持ち悪いね」って答えたんだけど、もう別のホテルはとれないって。それから、部屋に入って、なんてことなしに天てん井じようを見てたんですがね、どうもイヤーな感じがするんだ。見ると天井の一部の色が違ちがうんですよ！　こう、黒ーくなってるんだ。

　高いホテルですよ。名前は言えませんが、みんなが知ってる高級ホテルです。その天井が黒くなってるなんてあるわけないんだ！

　ふつー高級ホテルなんだから、そういうのがあったら直すでしょ？　なのに黒ーいまんまなんだ。しかも、よーーーーーーーく見ると、なんか女の顔みたいに見えるんですよ。

　そのとき思いましたね、「ああ、こりゃあこの世のものじゃない」。

　スタッフなんか、「Ｉさんコレやばいですよね、ねえ、やばいですよね」ってガタガタ震ふるえてるんだ。顔なんか真っ青ですよ。

　でも、その場をなんとか収めて「大だい丈じょう夫ぶ、俺、霊れい感かんあるから、お経きょうもあげられるし」って言って、しょうがないからホントにお経をあげて、それでスタッフは帰したんだ。

　でも、その夜ですよ。

　アタシがベッドに入って横になってたら、ベッドの横で音が聞こえるんだ。

　ぺったぺったぺったぺったぺったぺった。

　足音ですよ。

　ぺったぺったぺったぺったぺったぺったぺったぺったぺったぺった。

　足音なんだけど、湿しめってるんだ。絨じゆう毯たんをすごく濡ぬれた足で踏ふんだときのいやーな音だ！　って気がつきまして。アタシもよせばいいのに気になって、それで、薄うす目めをあけて見てみたんですよ。

　足。

　女の。若い女の濡れた足が目に入っちゃった。

「あああーーー見ちゃいけない見ちゃいけない見ちゃいけない。若い女だ。ここで死んだ若い女だ。見ちゃいけない、見たら絶対に怖こわいものを見る」って思うんだけど、もう顔が段々と上に向いていくんだ。

　でも、「もう見ちゃダメだ、もう見ちゃダメだ」って必死になって、うわぁーーーーって布ふ団とんかぶって。

　でも、そうしたら、ぼたぼたぼたぼたぁ！　って布団に水が落ちてくるんだ。

「うわぁーーーーーーー！」

　って布団をはねあげたら、女が冷やかな眼まな差ざしでもって、じぃ～～～～～～っとこっちを見てるんだ……。

　それでも不思議なもので、あんまり怖くなかったんで、その顔を冷静に見てみると……。

　気づいちゃった。

　頭とう髪はつがないんだ！　その女！

　頭皮からずるぅーーーーってはがれちゃってる。

　それに気づいた瞬しゆん間かん、アタシは瞬間、意識がスゥ～ッと……。

　翌日になって、スタッフも同じものを見たって言うんだ。それでホテルの人に話したら、修学旅行の女子高生が泊まったとき、ホテルが倒とう壊かいするような大事故があって、幸いほとんど死ななかったんだけど、一人だけ死んじゃった女子高生がいたって言うんですよ……。

　気のせいかなぁ、この手のお話はどこのホテルにもあるんですよね、えぇ……。

　皆みなさんの泊まってるこのホテル。そのホテルなんですよ。不思議ですよねぇ。こんなところにもねぇ、偶ぐう然ぜんってあるんですよねぇ。

　そんなお話でした」
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　ホテルは別館に移動となった。

　どさくさにまぎれてひばりは姿を消していた。

　さよりは教員用のシングル部屋のベッドに座すわり、どうしたものか、と腕うでを組んでいた。

　ひばりとは幼なじみである。

　家が隣となり同士でよく遊んでいた。

　しかし、学校は別になった。

　小学校の頃ころから能力を発揮していたさよりは、ひばりとは別の中学に進み、海外に行ってからは完全に没ぼつ交こう渉しようになってしまっていた。

　そして、『みえこー』の思想もよく知っている。天才を憎にくんでいる。単純に言えば、その一点だ。

「うーむ」

　天才とはいえ、さよりの頭は〝その人物がどうしてそうしたか〟のようなことを考えるのには向いていないし、人情については特に疎うとい。考えても答えの出てくるはずもない。

　そもそも根本的に、興味のないこと必要のないことについては淡たん泊ぱくなのである。学園の生徒全員の顔は覚えているのに、ひばりの顔は忘れていたりするのが天才の天才たる所以ゆえんであり、さよりの本ほん性しようであるとも言える。

　そのあたりには天才といえども悩なやむ。このあたりは天才といわずとも、自身の性格を自覚している者にとっては共通の悩みであろう。

　しかし、やがて考えるのをやめ、さよりは布団にもぐりこんだ。

「ん……？」

　ひばりのことを考えすぎていて油断があったとしか思えない。さよりはベッドの下から伸のびてきた手にその身体からだを絡からめ取られていた。

「カカカカカ……！」

　声を殺して笑ってはいるが、それでも声がカカカとなる女子高生はこの世に一人しかいない。

　ベッドを包んでいたシーツがぐるり、と裏返ると、かじかが獲物を捕とらえた蜘蛛くものごとくにさよりの身体をシーツごとその腕に巻き込んでいた。

「こ、こら！　何をするんだ！」

「何をするって、ナニにきまってるじゃない！」

　勢いよく断言し、かじかは手足を器用に使ってシーツをほどき、さよりの身体のみをその下に組み敷しいた。

「……君、本職の蜘蛛より獲物を捕らえるの上手なんじゃないのか？」

「最近自信が出てきた分野なのだわぁ」

　気をよくしながらかじかはさよりを浴衣ゆかたの帯で縛しばり上げた。

　今はさよりもかじかもホテルの浴衣姿だ。

「ま、まて……落ち着こう、な？」

「落ち着くも何も興奮するばっかりですたい！」

　ハァハァと荒あらい息を吐はきながらかじかはさよりの胸に顔をこすりつけるようにする。

「うわぁあわあわあ、こら！　やめろ！」

「嫌いやだ！」

　力強く断言して、かじかはさよりの浴衣の前をはだけた。

「こ、こら……ダメだと……」

「いやぁああん、さよりちゃんかわいー！　それにしても油断してて助かったってもんよ。いつもなら私がベッドに埋うまって死んでいたところだっただろうに……」

「ひばりちゃんのことを考えていたんだ」

「ええ！」

　かなりのショックを受けたようにかじかは一瞬身をそらせる。

「なぜそこまで驚おどろくんだい？」

「浮うわ気きしたからに決まってるでしょ！」

　かじかはじたばたと暴れる。

「……今いま更さらだけど割と不思議な思考をするなぁ君は」

「いやぁあ、さよりちゃんは私だけのもの！」

「いや、だから、僕と君とは教師と生徒なわけで……」

　さよりは呆あきれる。

　かじかはとうとうと語りはじめた。

「禁断の方が愛は萌もえるわけよ！　それにあと二年もすれば私は生徒じゃなくなるし！　大体、女子校教師の生徒との結けつ婚こん率知ってる？　ありゃ異常だね、ホント」

「……角が立つからいろいろそういうこと言うのやめような」

「じゃあ女子高生の半数以上は体験済みだから気にするなとかそういうデータの話にする？」

「それもやめなさい！　それにしても、そういう調査って受けた生徒はホントのこと書くのかな？」

「男子は少なくとも童どう貞ていとは書きにくい年頃だと思うんだけど」

「……そんなことはどうでもいい！　だから離はなれなさい！」

「嫌だ！　目的を遂とげるまでは離れない！」

「目的って？」

「な・か・だ・し」

「それは男の側が言うことだろ！」

「女だってコンドームに穴あけたりとか頑がん張ばる人もいるよ？」

「ホント教育上よくないことしか言わないね、君は」

「さて、ロマンチックなピロートークもばっちり決まって気分も盛り上がってきたところで」

「盛り上がってないよ！」

「もう、さよりちゃんたら照れ屋さん」

「だ・か・ら！　あ、そうだ、ほら、高たか沢ざわ君とかはどうした？」

「すずみはわざわざここまできて同人誌の原げん稿こうを描かいてる。めだかは爆ばく発はつで故郷の王宮の壊かい滅めつを思い出したって言って海を見て泣いてた。こちは死んでるし、しいらは当然スポド飲んでる。よって助けは来ません。以上」

　早口で言ってかじかは自分の浴衣の帯に手をかけ、しゅるり、とほどくと前をはだけさせる。
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「おい……」

　さすがにさよりの声も緊きん張ちようしはじめた。

　剛ごう毅きな変態キャラとはいえ、かじかも外見は美少女。それが浴衣を肩かたに引っかけただけの格好で豊かな胸をちらつかせながら、豹ひようのポーズでにじり寄ってきているのである。

　どれだけ彼女の異常行動を熟知していても、どれだけ理性を働かせていても、どれだけその後の問題を予測していたとしても、さすがに誘ゆう惑わくに抗こうしきれるものでもない。

「ふふふふ……」

　このときばかりはカカカ笑いを捨て去って、かじかは人差し指をさよりの胸にすべらせはじめた。

「うわ！」

　さよりの身体からだがのけぞる。

　それを暴れるネズミをつかまえるネコのように押おさえ込むと、かじかは形の良い唇くちびるからちろりと舌を覗のぞかせ……。

「いただきまーうぼぁ！」

　その時、いきなり背後からかじかの頭を殴なぐりつけた者がいた。

　ひばりであった。

「そんなことしていいわけないでしょ！」

　ひばりの手には小こ粋いきな花はな柄がらの巨きよ大だいハンマー。さらにひるんだかじかを、持っていた粘ねん着ちやくテープでしばりあげる。

「うう……貴様！　亜ア細ジ亜ア人強ごう盗とう団のような真似まねを……！」

「あんたこそどう考えても強ごう姦かん魔まの行動でしょうに！」

　かじかの手足を動けなくしておいて、ひばりはさよりの拘こう束そくをといた。

「あ……ありがとう……」

　さよりは立ち上がり着衣を直すと、戸と惑まどいながらひばりの顔を見返す。

「ええ……」

　と、顔をそらしながらひばり。

「あー、こら！　私の許可なくラブコメか？　それにしても油断したぞ！　まさか逃にげた貴様が舞まい戻もどってくるとは！　その裏をかいた努力は認めてやる！　だが、さよりちゃんに手を出すことはゆるさ……もごっ！」

「ちょっと黙だまっててくださいな！」

　ひばりはかじかの口に粘着テープを貼はり付けた。

「優やさしいひばりちゃんにしては過激だね……」

「優しい？　それは昔の記き憶おくにあるわたしのことでしょう？」

　と、悲しげにひばり。

「そんな言い方ないだろう？　僕は君に会えて嬉うれしかったのに……」

「忘れてたじゃない！」

　ひばりにぴしゃりと言われて、さよりは言葉に詰つまる。

「……ごめんよ」

「ごめんじゃない！　いつだってそうだった。わたしはあなたとの差を感じるばっかり」

「だけど……だからって、『みえこー』に？」

「あそこの人たちは悪い人じゃないわ！　あなたたちみたいな天才が世の中を乱しているんだから、それに対抗して当然じゃない！」

「まぁ……わからなくもないな」

　さよりは、転がされているかじかを横目で見た。

「おごー、もごー」

　かじかは何事か言いたげだったが、もちろんコミュニケーションはとれなかった。

「……僕はどうすればいい？」

「どうすれば、って？」

「僕のせいなんじゃないのかい？」

「うぬぼれないでよ！」

　ひばりはハンマーを振ふり回した。

「おわっ！」

　さよりはそれをかわすが、ひばりはハンマーを投げ出し、今度は平手打ちを。

「いたっ！」

「うぬぼれないでよ！　わたしはあんたのことなんかなんとも思ってないんだから！」

「それはわかってるよ……。だからこそ、僕がなんとかすれば解決する問題なんじゃないかと思ってさ。『みえこー』の人たちと話し合って向こうの主張をある程度受け入れればいいんじゃないかって……」

「じゃあ凡ぼん人じん以下になってよ！」

　ひばりは即そく座ざに言った。

「凡人以下になって、わたしと一いつ緒しよに遊んでいた頃ころのさよりちゃんに戻ってよ！　変わったのはわたしじゃなくてさよりちゃんなんだから！　どっか行っちゃったのはさよりちゃんなんだから！」

「え……」

　さよりは言葉を失う。

「あのときだってそうだった！　さよりちゃんと一緒に写真を撮とったとき！　わたしは記念に残そうと思ってたのに、さよりちゃんは写真を撮ることをいやがって……」

　ひばりの言葉は感情的になり、しゃくりあげはじめた。

　さよりは無言でうつむいた。

「あれは……」

　そう言いかけてやめた。

「それに、さよりちゃんは天才なんて嫌いやだってずっと言ってて、わたしと同じ学校に行こうって言ってて、それでも裏切って……」

　ひばりは独り言のようにつぶやき、いきなり顔をさよりに向けると、その眼前に例のヘッドギアを突つきつけた。

「だから、これをかぶって！　これをかぶると、ネットにさよりちゃんの思考が流出するの！　そうしたら、もうさよりちゃんは天才だって言っても世間じゃ馬ば鹿かにされるようになるから、そうしたら、また前みたいに普ふ通つうに暮らせるから……」

　ひばりは眼鏡を外して流れた涙なみだを拭ぬぐいはじめた。

　さよりは何かを言いかけてやめ、自身のふがいなさを悔くやむような顔になると、ひばりに向かって手を伸のばした。

「もごー、もごー」

　かじかがうめく。そして、口をぐぽっ、と動かすと、いきなり舌で口の粘ねん着ちやくテープを一いつ瞬しゆんにしてはがしてしまう。その器用に動いた舌の長さは、まるで体内にひそんでいた蛭ひる型エイリアンが一瞬にして口から吐はき出されたかのようだった。

「マジで化け物じみてきたな……」

「カカカ！　これぞ新時代の萌えキャラ！　それより、さよりちゃんがヘッドギアをかぶれば世間から相手にされなくなるってのはありそうな話だな！」

「な、なによ……！　妨ぼう害がいはさせないんだから！　それに舌が伸びたって手足のテープははがせないでしょうに！」

　身構えるひばりだが、かじかはとても嬉しそうに、

「いや、そうじゃない！　その計画、本当か！」

「え……？」

「本当なら、すぐやろう！　今やろう！」

「な……何をたくらんで……」

「ちがーう！　考えは貴様と同じだ！　ただし違ちがうのはひとつ！　気落ちしたさよりちゃんを唯ゆい一いつなぐさめることができるのはこの私だ！」

「な……あんたの思い通りには……」

「カカカ……浅はかな知ち恵えだが褒ほめてやる！　さぁ、それをさよりちゃんにかぶせるのだ！」

　しゅーしゅー、と舌を出しながら、かじかは期待に目を輝かがやかせる。

　が──。

「それをかぶれば、君の気は済む？　僕を許してくれる？」

　さよりは言った。

「！」

　頭の横に少年マガジンのヤンキーマンガよろしくエクスクラメーションマークを浮うかべ、ひばりは絶句した。

　さよりの目が真しん剣けんだったので、ひばりは戸と惑まどっていた。

「な、何よ……そういう反応をされちゃうと……」

　突き出していたヘッドギアが段々と下に落ちていく。

　それをさよりは奪うばうようにしてその手に。

「あ！」

「ぐわ！　ちょっと待て！　さよりちゃん、私の可愛かわいい〝お・ね・が・い〟をきいてくれたことなんかなかったのに、その女の言うことをきくってのはなんか我が慢まんならん！」

　わめくかじかを無視し、さよりは畳たたまれていたヘッドギアを拡ひろげた。

「え……」

　こうなると逆にひばりもひるんでしまう。

　しかし、さよりは頭の上にヘッドギアを持っていく。

「くわーっ！　なんか気に入らない！　そんな女のわがままのために男気みせなくたっていいじゃないさ！」

　かじかは全身をぐいんぐいんとしならせるが、さよりはヘッドギアを頭に──。

「ダメーっ！」

　ひばりはそれを止めようとするが──。

　カッ！

　ヘッドギアが光を放った。

　安っぽい電でん飾しよくに見えなくもないが、この怖おそろしい発明品がさよりの頭で起動しはじめた証あかしであった。
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　そして、ここは『みえこー』地下の研究室。とは言うが、そもそも『みえこー』は地下にある。研究所は地下にあると相場が決まっているので、まぁ気分の問題ではある。

「教頭！　ヘッドギア一号、起動しました！」

　研究員Ａの言葉に、教頭と呼ばれた女性が振ふり返る。

　地下の研究室は当然ながら薄うす暗ぐらいので、顔は鼻から下しか見えないが、ひばりに指示を与あたえた女教師その人である。

「よろしい。データは流れ込んできている？」

「はい。天才のデータです」

「ホホホ……これで貴重なデータが手に入ったわ！　天才のデータを手に入れた者は世界を制す！　すなわち、これでようやく地上への侵しん攻こうが可能になったわけね！」

　女教師は断言した。

　その口元には残ざん忍にんな笑えみが浮かんでいた。
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　しかし、さよりにしてみれば、ヘッドギアが光っただけで何も起こらなかったわけである。

　もちろん、かじかにとっても。

　が、何より意外なことには、ひばりにとっても、何も起こらなかったことである。

「あ……あれ？」

　ひばりは慌あわててポケットからＰＤＡを取り出す。ＰＨＳにより定額ネット接続が可能なタイプだ。つまり、いつでもネットに接続できる。

『みえこー』からの指示通りであれば、ここにデータ転送が終しゆう了りようしたことが表示されるはずだった。

　しかし、そこに躍おどった文字は……。

《天才の頭脳を利用した地上侵攻計画について》

「何ですって！」

　ひばりとて馬ば鹿かではない。即そく座ざに裏切られたことに気づいた。

　いや、正確には裏切られたわけではない。元々天才による支配の打だ倒とうというのはテロ的な意味を含ふくむ。それはわかっていたはずだったが、ひばりとしてもこんな結果になるとは思ってはいなかった。

　さよりの思考パターンのデータはネットに流出するのではなく、地上侵攻計画の頭脳となるべく吸い上げられたというわけだ。

「ひ……ひぃい！」

　どうしていいかわからなくなったひばりはＰＤＡを取り落とした。

「おい、なんだ、どうした？　さよりちゃんの思考パターンや記き憶おくを見て、あまりのどぎつさに怖おじ気づいたか？」

「……そんなこと考えてないよ、僕は」

　かじかとさよりはアホなやりとりをするが、ひばりはそんなこと聞いてはいなかった。

　その時、ホテルの廊ろう下かで呼び声が。

「さよりちゃん！　大丈夫！」

　異変（主にかじか関連の）に気づいた生徒たちがやってきたのだ。

「いけない！」

　ひばりは電気スタンドを踏ふみ台に、侵入経路である天てん井じようのダクトに飛び込もうとする。

「あ、待ってひばりちゃん！」

　さよりは引き留めるが無む駄だだった。

　ひばりは一いつ瞬しゆん振り返りはしたが、悲しげな顔を見せただけで、すぐにダクトにその姿を消した。

　それと同時に部屋の鍵かぎがマスターキーにより開けられた。

「さよりちゃん！」

　水泳部員たちがなだれ込んでくる。そして、彼女らはすぐに部屋の状じよう況きようを見て首をひねった。

　開いたダクトのふた。

　ヘッドギアをつけて浴衣ゆかた姿で立ちつくしているさより。

　浴衣をはだけて粘ねん着ちやくテープでしばられたかじか。

　転がるＰＤＡ。

　消し忘れた煙草たばこ。

　回り続けるレコード。

　途と切ぎれたままの言葉。

　最後のみっつは関係ないが、誰だれにもここで起こっていたことは想像できないだろう。

「いやぁああん！　さよりちゃんに無む理り矢や理り犯おかされちゃった！」

　かじかは大声をあげる。

　が、その既き成せい事実を強ごう引いんに作ろうという努力には、その場の誰も敬意を払はらわなかった。驚おどろかないばかりか突つっ込みすら入れない。

「……で、さよりちゃん、何がありましたの？」

　すずみが訊きく。

「説明すると長くなるけれど、聞いてくれ……」

　さよりはヘッドギアを外してＰＤＡを拾い上げ、事態を説明した。さすがに天才である。さらりと皆みなにわかるように説明を終えた。

「それじゃ、あの子はやっぱりさよりちゃんの知り合いで……」

「悲しいことがあったんでしゅね……」

　さよりは答えなかったが、ＰＤＡを操作し、ひばりが何を見て驚いたのかを知った。

　ＰＤＡに表示されていたのは、パスワード付きのホームページだった。今はログインしているから自由に見ることができる。

『みえこー』の教員と生徒たちに向けた情報伝達用ページである。そこには今回の計画の概がい要ようが記されていた。おそらく、さよりの思考パターンが流出するまで伏ふせられていたのだろうものがここで公開されたというわけだ。そして、ひばりは偽にせの計画を知らされていた可能性が大きい。

　そして、その地上侵しん攻こう計画とは、言ってみれば単純なことだった。海底より沖縄に攻こう撃げきを仕し掛かける（手段はトップシークレット扱あつかいなのか記されていない）。その指揮をとるのがすなわちさよりの思考パターンというわけだ。

　そのこともさよりは一同に説明する。

「つまり、仮想さよりちゃんの指揮する〝何か〟が沖縄を占せん拠きよするわけですわね」

　すずみが納なつ得とくしてうなずく。

「カカカ！　面白おもしろくなってきたなぁ！　先読みの天才が指揮する部隊が負けるはずはない、って考えは好きだねぇ！」

　かじかは縛しばられたままだが元気に会話に入ってくる。

「あんたはオッパイ隠かくしてからものをおっしゃいなさいな！　でもそれなら全員分のデータをとろうとしていたのはダミーってことですわね」

　すずみがかじかの浴衣を直す。ただ粘着テープだけははがさない。

「カカカ！　それだからお前はＡ級の天才に過ぎないんだよ！　私たちのデータがとれれば、私たちがそれを阻そ止ししようとしたときに対処できるだろうに！」

「そうか、さよりちゃんを止められる可能性があるのは、確かに人間じゃあんたくらいだわねぇ」

「カーカカカカカカカカ！　わかったら粘着テープをはずせ！」

「それはまた後にさせてもらいますわ。でも、そうなると、わたくしたち、沖縄を守って戦わなくちゃならないってことですの？」

「まぁそうなるな。いやー、楽しくなってきた！」

「あなたは暴れられれば正義でも悪でも関係ない人ですものねぇ……」

「核かく撃うとう、核！」

「……粘着テープはがしませんわよ。それにしても、話が大きくなってきましたわねぇ。そんなこと柄がらじゃないし、冬コミの原げん稿こうもあるってんですのに。でもまぁ、できることはやるしかないですわねぇ」

　ふう、とすずみはため息をつく。

「どうして沖縄は守る気になるのに、インターゾーンは守ってくれないんでしゅか……？」

　めだかが訊きくが、その質問には誰も答えなかった。
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　ＰＤＡがあるのは幸いだった。『みえこー』末まつ端たんの構成員に出されるレベルの指示は自動的に傍ぼう受じゆできるわけで、相手の計画の大体の進み具合はわかる。

　そんなわけで、修学旅行は予定通りに進んでいる。

　二日目は海である。

　しかも海水浴。

　海へ向かうバスの中で、すずみは後ろからさよりの座席の背に伸のび上がって訊く。

「こんなのんびりしていてよろしいんですの？　さよりちゃんなら、どうやって沖縄を侵攻するんです？　裏をかいていきなりとか？」

「あー、僕なら……」

　そう一いつ拍ぱくおいてからさよりは、

「僕なら侵攻そのものをしない、という決断をするけどね。ただ、それを無理にでもするっていうんだったら、ごく単純に地上を滅ほろぼす作戦をとるな」

　しごくあっさりと言ってのけた。

「滅ぼす？　そんなことできるんですか？」

「簡単だよ。沖縄にはいくつかポイントがあって、そこを刺し激げきすると、簡単に水すい没ぼつするんだ」

「え……？」

「もちろん僕の予測だけどね。他にもいろいろあるよ、富ふ士じの樹海の特定の木を燃やすと富士山が噴ふん火かするとか。ごく些さ細さいなことでもドミノ式に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらすことがあるわけだね」

　さよりは言い切り、訊いたすずみを硬こう直ちよくさせた。

　やはり一級の危険人物だ。

　しかし、さよりは涼すずしい顔だ。

「で、さよりちゃんは、それがわかるわけ？」

「わかる」

「じゃあ、それを防ぐ手だては……？」

「沖縄水没については、爆ばく弾だんをどーんとやらなければならないから、まぁやろうとするとすぐにわかるよ。軍隊かそれに近い何かを動かさなくちゃならないからね。そうなったら有あり藤とう君が米軍でも動かせば阻そ止しできるだろうし」

「でも、向こうはさよりちゃんの思考パターンを手に入れているわけで……」

「そうだね。それだから、向こうは僕たちを直接狙ねらってくるだろうね。だから、こっちは旅行を楽しんでいればいいんだよ。向こうから来るさ。それに向こうにこっちの居場所はばれている。旅行計画はもちろん流出しているだろうし、なにより僕らはＰＤＡを手放すわけにいかないからね」

「あ、探知されてるんだ……」

「先を読み合うとお互たがい手て詰づまりになるものだよ。そうなると、情報が多い方が有利だってことは向こうもわかってる。というか、僕が相手だと思うと楽だね。それより、『みえこー』の背後に何がいるのかわからないことのほうが不安だよ。こんな計画、『みえこー』の人間が立てているわけじゃないだろうからね」

「そうですよねぇ」

　すずみはうなずいた。

　と、そのときさよりの隣となりに座すわっていためだかが声を上げる。

「思い出しました！　ドク・ベンウェイの配下、ファデラの仕し業わざでしゅ！　ファデラは海底の国よりやってきて、地上とインターゾーンの同時侵しん攻こうを計画していたんでしゅ！」

「はははは。めだかちゃんは可愛かわいいなぁ」

　さよりとすずみは二人でめだかの頭をくしゃくしゃにした。

「ほ、ホントでしゅ、ファデラが……」

「ははははは」
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　海である。

　本土ではもうシーズンではないが、沖縄では海水浴はまだ可能だ。

　陽ひ射ざしの中、生徒たちが思い思いの水着で砂すな浜はまを駆かけていく。

　シートをパラソルの下に敷しいて、そこに他の教師たちとともに座り込んださよりは、まぶしさに目を細めて遊ぶ生徒たちを見やる。

　大半の生徒は今の事態を知らないし、以前からかじかに慣れている２Ａの面々はホテル爆破程度では動どう揺ようすることはない。それでも、地上侵攻計画などということをしらされたら驚おどろくだろうが、今はビーチバレーに波打ち際ぎわでの水の掛かけ合いと無む邪じや気きなものだ。

　しかし、一番事態を熟知している水泳部の面々も、どういうわけか無邪気に遊んでいるのだった。剛ごう胆たんな精神という他ほかはない。

「カカカカカ！」

　白ビキニに身を包んだかじかはようやく自由になった身体をのばす。バス移動中も粘ねん着ちやくテープで縛しばられていたのだ。

「もうちょっと縛られていなさいよ」

　フリル付きのコスプレ衣装めいた水着のすずみがぼやく。

「教師のさよりちゃんが学校活動を理由なく禁止するはずはないだろうに！」

「でもまぁ、あんたがさよりちゃんにすぐにからんでいかないのはめずらしいわね？」

「あのひばりとかいう輩やからを退治するのが先だからな！　騙だまされていたかなんだかしらないが容よう赦しやしないさ！　カカカカ！」

「それにしても戦いになったらいっぱい人が死にますねぇ」

　こちが嬉うれしそうに言う。赤いビキニにパレオを巻いているが、どう見ても血まみれのボロ切れを身にまとっているように見えてしまう。

「だからファデラが……」

　学校指定の水着を着ているめだかが言うが、これはやはり誰だれも聞いていない。

　ところでしいらは水着になってもスポーツドリンクを飲んでいるばかりなので特に関係ない。

「さて！　戦いに備えるのが水泳部というものだな！」

　かじかは意気込んだ。すずみもうなずく。

「今度ばかりは同感ですわ。でも、水泳部がどうやって戦うんですの？」

「これから訓練だ！」

「もう実戦なんだから訓練しても遅おそいんじゃありませんこと……？」

「気にするな！　とりあえず、この自由時間すら無む駄だにしてはならん！」

「じゃあ、とりあえず泳ぎますの？」

「馬ば鹿かっ！」

「馬鹿って何ですのよ!?」

「泳いで戦えるか！　ここは格かく闘とう技ぎよりも実戦に近いとされたスポーツを行う！」

　かじかが断言し、拳こぶしを握にぎりしめた。

「格闘技よりも実戦に近い？　そんなものあるんですの？」

「ある！」

「それは……？」

「インドの戦闘訓練に使われたとされる国技！　それがカバディだ！」

「カバディ！」

　──カバディ。攻こう撃げき側と防ぼう御ぎよ側に分かれて、防御側陣じん地ちに入った攻撃側の一人が防御側の誰か一人に触さわって自陣に戻もどれば攻撃側の勝ち。攻撃側の一人が自陣に戻れなくなるか、途と切ぎれなく「カバディ」と言い続けることができなくなれば防御側の勝ち。肺活量と素す早ばやい動きが重要となるスポーツだ。

「うむ、ではルールは以上だ。さっそくやってみるぞ！　私が攻撃側だ！　では……カバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディ……」

「ぬぅ！」

「カバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディ……」

「なんと！」

「カバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディ……」

「ほっ……って、ちょっと待った！」

「カバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディカバディ」

「だからやめれ！」

「カバディ……って、どうした？　まだ１ゲーム終わってないぞ？」

「あんた、あれでしょ！　これ昔よくあったページ数稼かせぎみたいなもんでございましょ！」

「昔よくあったページ数稼ぎ？」

「点呼とかするんですのよ。１、２、３……って。それでかなりいったところで間ま違ちがえて１に戻るんですの」

「いやー、ページ数稼ぎとか言われてもさっぱり。ここは沖縄の海で私は女子高生。そんな小説の裏事情みたいなコト言われてもさっぱりわからんわいな」

「く、くぅ……そう言われると突つっ込みにくいですわね。と、とにかく、カバディはもうやめたほうがよさそうじゃありませんこと？」

「そうか……では訓練の方法を変えよう。ええと、なるべく私たちが大おお股また開きになったり、ブラがとれそうになったり、乳をもみあったりする訓練がいいわけだな」

「なんでそんなことをしなくちゃなりませんのよ……」

「せっかく水着になったんだから、この辺でイラストが入ってくるに決まってるだろう！」

「どこが裏事情はわからない、なのよ……」

　その時だった。

　パラソルの下にいたさよりの手元でＰＤＡが音を立てた。

「来たか」

　さよりはＰＤＡの画面を見た。

《作戦開始》

　同時に、ざ、と波がざわめく音が周囲に響ひびいた。もちろん通常の波音ではない。凄すさまじく大きい波音が、凄まじく遠い場所で響いた──そんな音だ。

　砂すな浜はまにいた全員がその音の原因を知ろうと海を見た。

　水平線が盛り上がっていた。

　何かが海の中から出現しようとしているのだ。

　どっ、と遠くでしぶきがはじける。その下から出現したのは、巨きよ大だいな二足歩行の生物だった。

「あれは……！」

　身長五十メートルはあろう。

　海にそびえ立ったその姿は、まるで怪かい獣じゆう。

　いや、まるで獅し子し。

「あれは！」

　さよりが叫さけぶ。

「知ってるの？　さよりちゃん！」

　かじかの問いに、さよりはうなずく。

「あれは琉りゆう球きゆう王朝の守護神として伝わる伝説の怪獣、シーサーキング！　まさか実在していたなんて！」

「シーサーキングだと！」

「そう。かつて沖縄の危機には必ず立ち上がるとされた巨大獣！」

「それがどうして今！」

　かじかとさよりは驚きよう愕がくしていたが、すずみは頭を抱かかえていた。

「うわ、もうなんだかよくわかりませんわ……。か、怪獣？」

　そして、一人めだかだけはシーサーキングを見て何かを思い出すような顔で呆ぼう然ぜんとしていた。

「あれは……」

　しかし、めだかはまたも無視された。

「ちぃ！　どっちにしろ敵の攻こう撃げきというわけだ！　行くぞ私の必ひつ殺さつ技わざ！」

　かじかはポーズをとると、しゅたっ、と携けい帯たい電話を取り出した。

「必殺技の割には他力本願ですのね……」

　すずみの嫌いや味みもかじかには通じない。電話に甘あまい声でささやく。

「あ、ジョージ？　そう、かじかちゃん。そう、海のあれのこと。ちょっと攻撃してみない？　米軍総出で」

「口調の割にはおっかないおねだりですわね……」

　しかし、効果はばつぐんだった。

　返事はもちろんＹＥＳ。

「あと五分もすれば戦せん闘とう機きが来るぞ！」

　かじかはうなずいた。

　しかし、シーサーキングは、一歩一歩海岸に近づいてくる。

　五十メートルの巨体である。まだ数百メートルの距きよ離りを残しているが、海岸から見た視界のほとんどはシーサーキングで占しめられている。

　まさに立ち上がったシーサーそのものの姿には神こう々ごうしさと恐おそろしさが同居していた。

　一歩ごとに地鳴りがする。生徒たちは教師の誘ゆう導どうで逃にげ出しているが、その逃げる途と中ちゆうでもシーサーキングが大地を揺ゆらすたびに生徒たちの身体からだはよろめく。

　海岸に踏ふみとどまっているのは、さよりと水泳部の面々だけだ。

　そこに空中からも激しい音が聞こえてくる。ジェットの音だ。

　米軍の攻撃機が降下してきたのである。

「よっしゃあぁ！　私のために見事死んで見せろ！」

　かじかは物ぶつ騒そうなことを言う。

　その言葉が聞こえているわけでもないだろうが、五機編隊で突つっ込んできたＦ／Ａ１８は意気込みを見せてやるとばかりに次々と地上攻撃用のロケット弾だんを発射する。

　ロケット弾の火線は一直線にシーサーキングへ。パイロットの腕うでは確かだ。

　シーサーキングが吠ほえる。

　ロケット弾が発射されて着弾するまでに一秒もあるまい。

　が、その僅わずかな間に、シーサーキングの目がキラリと輝かがやいた！

　目から発せられる光線がロケット弾を包み込む。

　すると、ロケット弾は不意にその姿を消した。

　が、次の瞬しゆん間かん、再びロケット弾は姿を現す。しかも撃うってきた攻撃機に弾頭を向けて！

「なんじゃとー！」

　かじかは絶ぜつ叫きようする。

　パイロットたちも同じ気持ちであったろうが、叫さけぶより先に脱だつ出しゆつ装置を作動させていた。ロケット弾は寸分違たがわず同じ軌き道どうを戻もどってきていた。

　海の上に次々と火球が発生する。

　続いて発生する爆ばく発はつ音。

　攻撃機は黒こく煙えんの尾おを引いて先を争うようにふらふらと海に落ちていく。

　脱出したパイロットたちのパラシュートが花と咲さく。

「ぬわ！　なんと卑ひ怯きような！」

　かじかが地じ団だん駄だを踏む。さよりが、ふむ、と腕を組んだ。

「聞いたことがあるな。シーサーキングは守護神。必殺技も守備が基本だと」

「さよりちゃん、どうして詳くわしいの？」

「沖縄といえばシーサーだからね」

「知らないことがないのねぇさよりちゃんは……しかし、これで手が無くなったな……」

　かじかは再び携帯に手をかけた。

「やはり核かくを発射するしか……」

「やめてー！」

　それを聞きつけたすずみが、かじかの携帯を必死で奪うばおうとする。

「ん……？」

　と、さよりがＰＤＡに目を落とした。再び何事かを受信したのである。

　画面に流れてきた文字は《上陸した怪かい獣じゆうは沖縄の守護神である。これにより米軍の活動は制限できる。予定通り以下の場所にて爆弾を炸さく裂れつさせるべし》。

「なるほど」

　さよりはうなずいた。敵とはいえ自分の考えである。彼らが何を狙ねらっているかはすぐにわかった。

「陽動だとは予想していたけど……確かに沖縄の守護神と信じられている伝説の怪獣がやってきて、それを米軍が攻こう撃げきしたとなれば、地元の反米感情は高まるだろうな。そうすると、沖縄を水すい没ぼつさせるための行動もやりやすくなる……」

　さよりはつぶやく。

　すずみが心底慌あわててさよりにすがりつく。

「さよりちゃん、それはわかったから、何か手はないの？」

「今考えているよ。それより、敵てきの正体がわかった」

　さよりはいきなり断言した。

「そ……それは？」

「海底人だ」

「……は？」

「海底人だよ！　地上への恨うらみ、シーサーキングの復活、その他の周辺事情から考えて、『みえこー』の背後にいるのは海底人だ！」
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　さよりはきっぱりと言い切った。

「ああ、もうなんでもすきにするがよろしいわ」

　すずみは頭を抱かかえた。

「論理的な帰結からして正しければ、それがどんなに突とつ飛ぴなことであっても現実にあり得うる！　海底人が地上侵しん略りやくのために『みえこー』の天才嫌ぎらいを利用したんだ！　彼らの目的は沖縄の水没と、そこを拠きよ点てんにしての本土侵攻！　沖縄が水没すれば、海底からの本土侵攻は容易だ！」

　さよりは言い切った。

「て、天才の言うことだから多分、本当なんですのよね……。めちゃくちゃ奇きっ怪かいなこと言ってるような気もするけどさ……」

　すずみは呆ぼう然ぜんとしつつも、なんとか正気を保とうと首を振ふる。

「それじゃあ、どうやってこの状じよう況きようを打破するんですの？」

　その質問に、さよりはしばらく無言だった。そして、ぽつりと言った。

「先手をすべて打たれている。駄だ目めかもしれない」

　シーサーキングは目前に迫せまっていた。
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「ちょ、そんな無責任な！」

　すずみはさよりに向かって言うが、さよりは首を振るばかりだ。

「僕にとって不確定な要素が何か起きない限りは、現状で情報を多く手にしている向こうが有利だ」

　気落ちした様子のさよりだったが、そこにいきなりかじかの笑い声が響ひびいた。

「カーカカカカカカカカカカカッカカカカカカカカカッカカカカカカカ！」

　かじかは少しも気落ちした様子もなく、まして敗北感も微み塵じんもない表情で高笑いをしていた。そして、堂々とした仕草でＰＤＡを指さす。

「さよりちゃんにとって不確定な要素ならあるじゃないか！　さよりちゃんが考えもしない方法だ！　こればっかりは絶対に盲もう点てんだ！」

「盲点？」

　さよりは戸と惑まどう。

「そうだ、盲点だ！　そのＰＤＡで電話すればいいのさ！」

「電話？　どこに？」

　戸惑ったのはさよりばかりではない。すずみも、めだかも、こちもきょとんとしている。しいらだけは相変わらずスポーツドリンクを飲んでいたが。

「決まってる！　というか、それがさよりちゃんにはわからないから不確定なんだな。電話する相手はひばりだよ」

「ひばりちゃんに！」

「そうだ。理り屈くつにゃあわないから考えてもみなかったろうが、ＰＤＡには彼女の携けい帯たいくらい登録してあるはずだ。電話すれば出るに決まってる」

　しかし、さよりはその提案に反発する。

「待ってくれよ！　そりゃ電話には出るかもしれないけど、彼女は敵の手先で……そりゃ裏切られたと彼女は感じているだろうけど、だったらなおのこと監かん視し下かに置かれているはずだろ？　それで事態が好転するはずが……」

「黙だまらっしゃいな、さよりちゃん！　さよりちゃんの知らぬ不思議なパワーが世の中にはあるんじゃい！　幽ゆう霊れいよりも、魔ま法ほうよりも、怪かい獣じゆうよりも、海底人よりも不思議なもんがね！」

　かじかは奇き妙みような迫はく力りよくでさよりに命じる。

「わかったら電話する！」

「ん……わかったよ……」

　本当にわかったわけではないが、さよりはＰＤＡを操作する。確かにひばりの携帯番号は登録されていた。

　呼び出し音がコールされる。ひばりの携帯も生きているようだ。

　そして……。

「さよりちゃん……？　ごめんね……。ビーチの上のホテルのロビーにいるから……」

　ひばりの声がそれだけ聞こえて電話は切れた。

「上……」

　見上げると、ビーチ近くにはホテルがいくつかある。

　もはやシーサーキングは目前に迫っていた。

　攻こう撃げき手段はないらしいが、その巨きよ大だいな足で踏ふまれてはもちろんひとたまりもない。

「とにかく上へ……」

　さよりたちは駆かけだした。

　が、それでもさよりには逡しゆん巡じゆんがある。

「だけど、これが僕の計画なら、当然ながらひばりちゃんの呼び出しは罠わななんだけど……」

「ぐだぐだ言わない！　カカカ……！」

　かじかはそれでも意に介かいさない。

　砂すな浜はまから高台への階段を上りきると、ひばりの言っていたホテルはすぐに知れた。

　一番近くのホテルのロビー前にひばりが立っていたのである。

「ひばりちゃん！」

　さよりはひばりに呼びかける。

　ひばりはこちらを見て悲しげな顔をする。

　さよりたちの周囲で物音が。

　無論、半ば予測していたことではあるが、やはり罠は罠だった。岩いわ陰かげと草間から次々とサブマシンガンを持った男たちが出現する。その誰だれもが顔をフルフェイスのヘルメットで隠かくしていた。

　ホテルの内部にも彼らは潜ひそんでいた。ロビーのガラス越ごしにサブマシンガンを構えている。さよりたちだけでなく、ひばりをも撃うてる体勢だ。

「くそう！　罠だったか！」

　かじかは怒ど鳴なった。

「ちょっと待て……僕は罠だって指し摘てきしたぞ……」

「いや、軽い冗じよう談だんよ、冗談。緊きん張ちようした場をなごませようとしただけじゃん」

　かじかは手をぱたぱたとさせるが、その額には汗あせが流れている。

「本当か、おい……」

　それでも事態が打開できたわけではない。

「ごめんさない……」

　ひばりは泣くばかりだ。

　と、サブマシンガンにヘルメットの男たちの一人が、無言で例のヘッドギアを投げてよこしてきた。さよりが拾い上げると、またも無言で首を横に振ふる。

「僕以外の思考パターンも欲ほしいってことか」

　と、そうつぶやいたさよりの動きが止まる。

　思いついたことがあるらしい。

　それをこちに放って、うなずいてみせる。

　それを受け取ったこちは戸と惑まどった表情を見せた。もともと青白い顔がさらに青白くなっている。

「ショックで死にませんか……？」

　こちは訊きいた。

「大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　さよりが保証したので、こちはおそるおそるヘッドギアを持ち上げた。周囲の男たちのサブマシンガンが早くかぶれと急せかす。

　こちがヘッドギアをつけた、その瞬しゆん間かんのことだった。

　さよりの持っていたＰＤＡがいきなり不気味な色を映し出す。文字コードからランダムに選ばれたかのように様々な漢字が無機質なリストのように流れ出し、背景は明めい滅めつしはじめた。さらに、白黒写真のような映像がノイズ混じりで映し出される。それはなんとこちの死に顔だった。

「ぎゃぁあああああ！」

　サブマシンガンにヘルメットの男たちが苦しみはじめた。彼らは次々とヘルメットを脱ぬぎ、それを放り投げはじめた。

　転がるヘルメットのバイザーの内側には、ＰＤＡと同じ映像が映し出されていた。

「これは……？」

　こちが、本人にも事情がわからない、というように訊く。

「初はつ芝しばこちの呪のろいはデータとなって見た者に感かん染せんするんだ！　これがすなわち初芝ウィルス！」

　さよりは断言した。

「いいんですの……そんな設定……。リング２って、らせんはどうしたんですの？　ホラーだったのに最後にはＳＦになっちゃって……みたいなことですし……」

　メンバーの中では一番の良識派であるすずみがぼやく。

「これで敵のコンピュータのデータは呪われたぞ！　指揮系統が断絶できたはずだ」

　かまわずさよりは話を進める。

「おお、さすがさよりちゃん！」

　どさくさにまぎれてかじかが抱だきつこうとするが、さよりはそれをかわし、話を続ける。

「僕ならみんなのデータを手に入れようとするだろうと思った。だから、こういう事態も想定していたはずだ。混乱したのはデータをやりとりしている末まつ端たんだけだ。中ちゆう枢すうはブロックされているはず。そして、こうなることを見み越こして、指示がなくとも計画は続行する手はずになっているはず」

「じゃあ、まだ事態は終わっていない、ということですのね……ところで、初芝ウィルスに感染するとどうなるんですの？」

「４番のくせに打てないメタルファンになる……はずはない。あれだ、恐きよう怖ふのため三日後に死ぬ。気の弱い人なら、それはもうすぐにでも……」

　さよりは言い切った。

「死ぬ！」

　すずみは思わず周囲の苦しみはじめた男たちに目をやる。

　そして、驚きよう愕がくした。

「うわ！　なんですの、これはー！」

　男たちは手で顔を押おさえて苦しんでいた。が、それがゆっくりとその手を離はなすと……。

　顔の皮ひ膚ふの一部が割れていた。その肌はだ色いろの下から、緑色のウロコがのぞいている。

「本当に海底人！」

　すずみは叫さけぶ。

　男たちの何人かは大地に倒たおれた。気が弱かったらしい。倒れたショックで単なるマスクだった顔の皮膚が完全にはがれ落ちる。下から現れたのは魚顔──専門用語でインスマウス面だ。

「ぐぷだぷぼぽぶぽぽお！」

　半魚人たちは聞き取れぬ言葉で叫んだ。そして気を取り直してサブマシンガンを構えた。

　目標はこち。

　恐怖のあまり狂きよう気きにとらわれてしまったらしい。つまり彼らは『初芝恐きよう怖ふ症しよう』を発症したのだ。今の彼らはこちを射殺することしか頭にない。

「さよりちゃん、今のうちだ！」

　かじかは無常にも、こちの足をはらって彼女を転ばした。

　さよりもうなずいてひばりのところに走り出す。

　サブマシンガンの銃じゆう声せいがこれでもかというぐらいに響ひびき渡わたった。幾いく千せんという銃じゆう弾だんが降り注ぐ。

　こちにだけ。

　こちの身体は一瞬にして細切れになって宙に舞まった。赤い水着がさらに真っ赤になってひらひらと舞い落ちる。

　しかし──。

　次の瞬間に半魚人たちが見たのはまさに恐怖の光景だった。

　半魚人一人一人の前に、いつの間にか全ぜん裸らのこちが立っていたのだ。

　それは幻げん覚かくだったのかもしれないし、こちの幽ゆう霊れいだったのかもしれない。だが、少なくとも半魚人一人一人の眼前に、それぞれ自分が最大限恐怖するイメージとしてのこちが立っていたのである。

「ぐぎゃあああぁああああああ！」

　複数の凄すさまじい絶ぜつ叫きようが沖縄の空に響いた。

「い、今のうちに逃にげましょう……！」

　ひばりはさよりの手を引こうとした。

　しかし、さよりは首を横に振ふった。

「駄だ目めだよ。どこに逃げたってしょうがない」

「え……？」

「だから、こっちから乗り込む。向こうもそう想定しているはずだ。真っ向勝負しかないよ」

　さよりは言った。

「だから……」

「だから『みえこー』中ちゆう枢すうへ案内しろって言っとるんじゃ！　ほら、わかったら手ぇ放せやバイタ！」

　かじかがひばりの手をさよりから引きはがす。

　複雑な表情でかじかを見返していたひばりだが、ややあって素す直なおにうなずいた。

「わかったわ」

　そして無言でホテルに入り、ロビーを抜ぬけると従業員用のロッカールームからさらに奥おくに。使われていない階段を降りて倉庫に入ると、倉庫の中、さらに下に降りる階段を示した。

　そこまで案内する間、ひばりもさよりもずっと無言だったのだが、ここに来てさよりが口を開いた。

「ごめんね」

「謝あやまらないでよ。わたしが哀あわれになるから」

　ひばりはそう言って、先に立って階段を降りていった。さよりがそれに続こうとするが、かじかが割ってはいる。仕方なくその後にさより、すずみ、めだか、しいらと続いた。

　階段は白い壁かべの近代的冷たさを持ったそれほど大きくない通路につながっていた。蛍けい光こう灯とうだけが光っており、まるで未来都市の趣おもむきだ。

「この通路をまっすぐ行くと、その先に移動用の列車が来るから」

　ひばりが説明する。どうやら地下都市ができあがっているらしい。その列車が地下の『みえこー』本校と、海底人たちの海底都市を繋つないでいるのだろう。

「わたしも海底人のことはついさっき知ったんだけど……。まさかあんなことが……」

「いいさ。ああいう風に利用されたってことは、逃げ出したところを捕つかまったんだろ」

　さよりは微笑ほほえんでうなずいた。

　初芝ウィルスの効果か、通路に人ひと影かげ……というか、半魚人影はない。

　しばらく行くと、未来的な駅ホームがあった。東京の地下鉄かゆりかもめのごとくにアクリルの透とう明めいボードで線路とホームが仕切られている。今、ちょうど一両の列車が停とまっており、その乗降口は開いたままだ。

「ウィルスにやられてシステムがダウンしてるんだわ」

　ひばりがそう言って駅ホーム端はしにある車しや掌しようが待機するボックスのドアを開ける。

「手動に切り替かえるから。それで『みえこー』の中枢まで行って」

「操作には人が必要なのかい？」

「そうね。一人残らなくちゃいけないわ」

　一同がその言葉に顔をつきあわせて黙だまり込む。

「それは、わたしが……」

　そう言いかけたひばりの言葉は、にわかに聞こえてきた乱暴な足音に途と切ぎれる。

　ホームに半魚人たちが近づいてきているのだ。

「列車を出すにしても、ここで彼らに見つからずに操作することは無理だね……」

　さよりがつぶやくと、悲ひ壮そうな顔でひばりがボックスに潜もぐり込もうとする。

　が、その肩かたを、ぽん、と叩たたいたのはすずみだった。

「あなたがやっても途中で阻そ止しされるのが関の山でしてよ。ここは悲壮な覚かく悟ごでなく、適材を適所に配置しないといけませんわ」

「おい、高たか沢ざわ君、だけど……」

「さよりちゃん、お忘れでないかしら？　わたくしは演技の天才でしてよ！」

　すずみはそう言うと、腐ふ女じよ子しらしくしばっていた髪かみをほどいた。ざんばらにした長い髪を前にたらして片目を隠かくす。

　そこには本物と寸分違たがわぬ初芝こちの姿があった。

「ぬぅ、相変わらずすさまじい演技力！」

　かじかが感心すると、すずみはうなずき、まさにこちの声で言う。

「時間がありません。急いで。これで彼らを追い払はらいつつ列車を走らせます」

「う……」

　さよりは逡しゆん巡じゆんしたが、うなずくと振り返って走り出した。他の者も続く。

　全員が列車に乗り込んだところでドアが閉まった。振り返るとすずみがボックスの中でスイッチを操作しているのがガラス越ごしに見えた。

　列車は動き出し、ホームが後ろに流れ出した。半魚人たちがホームに走り込んでくるのが見えた。

　すずみがボックスの中でこちの演技をすると、半魚人たちは恐きよう慌こう状態に陥おちいっているのが見えたが、その顛てん末まつがわかる前にホームは背後に流れ去ってしまう。

「大丈夫かな……」

「カカカ。自分の生徒を信じなさいって」

「普ふ通つう、自分の生徒を信じるってそういう意味じゃないんだろうけどね……」

　これで列車に乗っているのは、さより、かじか、ひばり、しいら、めだか。

　列車は次々にホームを飛ばし、ひばりが終点だという駅に滑すべり込む。『見えない天才高校前』、とホームに表示がある。

『みえこー』に近いからなのであろう。作戦行動中の半魚人も『みえこー』の生徒たちも、その姿は見えない。

　しかし、列車を降りてホームを歩き出したところで、さよりたちはいきなり呼び止められた。

「待て！」

　気配を感じなかったので、さすがにさよりたちは、ぎょっとして立ち止まる。

　振ふり返るとホームに立っていたのは少年ただ一人。どういうわけか他にはいない。

「先に行かせるなと指示されている」

　自信にあふれた様子で少年は言った。『みえこー』の制服を着ていた。美形である。それを自分でもわかっているのか、脱だつ色しよくした髪をちょいと長めに整えている。

「時間稼かせぎをすればいいってことか……そりゃ、僕ならそう考える。僕らが中ちゆう枢すうコンピュータの指示を変へん更こうするのが先か、沖縄水すい没ぼつ計画の実行が先か……そういうレースでしかないからね」

　さよりが難しい顔でうなった。

「いや、指示は時間稼ぎだが、もちろん叩きのめしてデータをとるようにしてもかまわないわけだ」

　少年は不敵に笑う。

「カカカ。だけど、一人でどうしようってんだ？」

　かじかがからかうように言う。すっかり悪役の態ていである。

　と、少年は、す、と格かく闘とう技ぎの構えを。

「俺は、格闘技の後天的天才……女に手を上げる趣しゆ味みはない、おとなしくしていればデータをとるだけで済ませてやる」

「なんつーか、いかにも悪役っぽい台詞せりふだなー」

　自分のことを棚たなに上げて、かじかは呆あきれたように言う。

「ほざけ。この狼おおかみを模した俺の拳けん法ぽうを味わわせてやってもいいんだぜ」

　少年は手を広げて指の先を曲げ、それを前に突つきだしてゆっくりと旋せん回かいさせる独特の構えを見せる。

「狼を模した？」

「そうだ。俺が編み出した必殺の拳法！」

「や……やばいよ、それ。言いたかないけど、すごいヤムチャ臭しゆうがするよ」

　かじかが心底から心配したように言う。

「や、やむちゃ？」

　少年は顎あごが外れたような顔になる。

「あー、狼の動きを模した拳法はヤムチャ化するね……」

「同じ学校だった割には彼のことは噂うわさでしか聞いていなかったけど、確かに何か〝いらない子〟扱いだったわ……」

　さよりとひばりも憐あわれむような目を少年に向ける。

「お、おい！　何をふざけたことを言ってやがる！　やめろ！　そんな目で見るな！　俺は強いんだぞ！　ホラーっぽい画面で他の後天的天才たちは全ぜん滅めつした中、俺だけが生き残ったくらいだ！」

　必死に少年は訴うつたえる。

「そりゃあんたにデリカシーがないからだわなぁ」

「まぁ、デリカシーというか知性というか」

　かじかとさよりが二人して肩かたをすくめる。

「ち、畜ちく生しよう！　馬ば鹿かにしやがって！」

　少年が跳とんだ。

　鋭するどい回し蹴げりをかじかに向かって放つ。

「ぐはっ！」

　顔面を蹴られたかじかが顔を中心に回転しながらふっとび、顔面から、ざしゃあ！　とホームに突っ込む。顔面から突っ込んだ瞬しゆん間かん、身体からだは垂直に突き立っているという見事な『車田落ち』だった。

「有藤君のことはあまり心配しないが……女相手でも容よう赦しやがないあたりが小物だな……」

　さよりがぼやく。

「黙だまれ黙れ！　人のことを馬鹿にしているが、戦闘力ならこちらの方が圧あつ倒とう的てきに上だ！」

　少年はわめいて再び構えをとる。今度のターゲットはさよりだ。

　さよりの額に汗あせが流れる。

「そりゃ確かにそうだ……向こうはヤムチャかもしれないが、こっちは猟りよう銃じゆうを持ったオヤジみたいなものだもんな……戦闘力はたったの５……」

　的確な戦力分ぶん析せきをするさよりだったが、そのさよりの前に、す、と立ちはだかった者があった。

　酒さか瓶びんを持ったしいらである。

「愛あい甲こう君！」

　さよりは驚おどろく。

　しいらは、酒瓶を持った赤ら顔で「大だい丈じよう夫ぶだ」とでも言うようにうなずいてみせた。

　彼女に何ができるのかはさよりも知らなかったが、しいらの仕草は自信に満ちていた。

「わかった。任せるよ」

　さよりは言った。

　しいらが、赤ら顔の酔よっぱらいオヤジに特有の〝いい顔〟で笑い、親指を立てた。ジャッキー・チェン映画に出てくる赤鼻の師し匠しようそのままの表情である。

「行こう」

　さよりはひばりの手を引いた。ひばりとめだかがうなずいて後に続く。それを見てかじかも起きあがった。

「あ、こら、さよりちゃんから離はなれろって！」

　逃にげていく四人を追いかけて少年も動き出そうとするが、その前にしいらが、ずい、と酒瓶を突きだした。

「う……」

　少年は動きを止めた。

「酔すい拳けんか……」

　にぃ、としいらが笑う。

　そして、あろうことか敵を目の前にして、どっか、とその場に腰こしを下ろした。

　これには少年も戸と惑まどう。

「ど、どう仕し掛かければいいのか……」

　しいらは隙すきだらけである。

　あぐらをかいて座すわり、時折酒瓶をあおっているだけだ。

　しかし、敵前でその態度は達人でなければあり得ない。

「まさか……この女……」

　少年は構えたまま一歩も動けなかった。




　一方、逃げ出したさよりはかなりの距きよ離りを稼かせいでいた。

「ところで、愛甲君は強いのかい？」

　さよりはかじかに訊きいた。

「さぁ？」

　かじかは本当にわからない様子で首をひねった。

「……まぁ、そうだよな」

「でも、相手が馬鹿だから」

「ヤムチャじゃあねぇ……」

　さよりとかじかはうなずき合う。




　四人は『みえこー』の地下校舎正門をくぐった。

　生徒たちの姿はない。

　無人の校舎。しかも地下で光源は蛍けい光こう灯とうのみ。無機質な廊ろう下かの不気味さはいわく言い難がたいものがある。

「こっちよ」

　ひばりが道案内のために先頭に立つ。

　と、ＰＤＡが鳴った。見ると計画実行のための部隊からの報告だった。沖縄各地に散った後天的天才と半魚人の混成チームは、シーサー信しん仰こうを利用して一いつ般ぱん市民を巻き込んだデモ活動を行って自衛隊と米軍の活動を制限し、いまやさよりの推測した沖縄水すい没ぼつのヘソとでもいうべき地点に爆ばく弾だんを運び込んでいた。

《計画実行まであと十分》

　カウントがＰＤＡに映し出される。

「なるほど。もう初芝ウィルスの影えい響きようは排はい除じよされたわけだ」

「なら急がないとねぇ。ところでさよりちゃん、その中枢とかに行ったらどうするつもりなわけよ？」

　かじかが訊く。

　さよりは少し考えた後に言う。

「確実性はないけど、僕と同じ思考パターンを持っているなら、コンピュータを説得……いや、言い負かすことができるはずだ」

「言い負かす？」

「僕とそう変わらない性格なら、僕と何か知的ゲームをして、それで敗北したなら計画を中止する。そういう約束をすればいい。僕ならそういうことを挑いどまれたら断らないからね」

「割とそういうとこあるよねぇ、さよりちゃん」

　かじかが感心したように言う。

「でも、どうしてここまで抵てい抗こうがないのかしら？　足止めは一人だけだったし」

　ひばりが訊くと、即そく座ざにさよりは答えた。

「僕なら足止めはあれだけで十分だと判断するね。愛甲君の行動は僕にも予測できなかったことだし。それに……」

「それに？」

「実際、時間切れを狙ねらえばいいだけだから、計画を早めるのに全力を尽つくすのが正解なんだよ」

　さよりの言葉にひばりの顔が曇くもった。責任を感じているのだ。

「そんな顔をしないでよ」

　さよりは言ったが、ひばりは無言だった。

　そのまま会話もなく、ひばりの案内の足が止まった。一見すると普ふ通つうの廊下の、普通の扉とびらの前。だが、そこに書かれている文字は中央電算室。

「罠わなもなにもなし、か」

　さよりはつぶやいて扉を開けた。

　中には異様な景色があった。小さな体育館ほどもある空間だ。天てん井じようは地下にありながら、バスケットボールを力一いつ杯ぱい投げても届くかどうかというほどに高い。そして、その天井の高さにまで届くコンピュータが壁かべを埋うめ尽くしていた。

「こりゃなんだろね、おい」

　かじかは舌を巻く。

「何人かの人間の思考パターンをそのままコピーしようってコンピュータは大きくなるだろうね」

　さよりは言い、その空間の中央に立っている人物に目をやった。

　あの女教師である。

　タイトスカートで椅い子すに足を組んで座すわっている。その顔は相変わらず光が当たっておらず見えない。椅子はさよりたちが入ってきた扉とはちょうど反対側に設置されたステージのような壇だん上じようにある。

「あなたたちがここまで来れたのは、どうやらコンピュータの計画通りということのようだけど」

　女教師が口を開いた。

「確かに僕ならそう考えますね」

　さよりがうなずいた。

「それはどうして？」

「データを採取しても、本体がいたほうが、そしてそれが協力的であってくれたほうがより効率よく地上が制圧できます。そして、有あり藤とう君のデータもあったほうがいい。そう考えるのは理の当然」

「なるほど。そこまでわかっていたのなら、どうしてのこのこやってきたんですか？」

「コンピュータを負かせば、計画が止められると思って」

　さよりは言い切った。

「負かせる？」

「ゲームがしたいんですよ。コンピュータと。僕の思考パターンを持ったコンピュータと」

　女教師は、ふう、とため息をついた後、手首の時計を見る。

「沖縄水すい没ぼつまであと五分……。まぁいいんじゃないかしら。余興だと思うことにしますわ。でも、同じ思考パターンを持つ者同士がゲームをしたら、勝負がつかないんじゃなくって？　アンフェアなルールならコンピュータもゲームは受けないでしょうし。それに、ゲームなんてルールを説明しているうちに五分経たってしまうでしょ？」

　くすり、と女教師は笑う。

「まぁ、ゲームができればいいんです。許可をどうも」

　そう言ってさよりは笑うが、すぐに小声でかじかたちにこう告げた。

「まいったな……ここまでしか僕も考えていないんだ」

「え？　それじゃいきあたりばったりでここまで来たってこと？」

　かじかも小声で驚おどろく。

「有藤君の悪い癖くせが移ったらしい。でも、なんとなく考えてはいたんだ……というか、最後のゲームの部分だけが思いつかなかった。同じ思考パターンの者が競きそって勝負がつくゲームの部分が……」

「なんとかなりそうってカンだけでここまで来たわけね」

「ごめん……でもまぁ、有藤君のせいでもある。不思議な力がどうとか……」

「ふん、確かにそんなことを言ったな。だが、その効果はすでに現れているような気がするけどな」

　かじかが顎あごを振ふった。

　ひばりの方にである。

　下を向いたひばりが、ぼろぼろと涙なみだをこぼしはじめていた。

「悪かったよ」

　さよりは再び謝あやまる。と、ひばりが首を横に振った。

「ううん、謝るのはわたしのほうだよね……騙だまされて、その騙された相手を前にしても何も言えなくて……。それに、さよりちゃんに嫌きらわれたって、わたしずっと思ってて……」

「嫌われた？」

「写真を撮とったあのとき……あのときから、ずっと……」

「写真のことなら……」

　不意にさよりはひばりの手を取った。

「え？」

「僕が君と写真を撮るときに嫌がったのは、君がＶサインをしたら、それがきっかけになって交通事故が起きると予測したからなんだ」

　さよりの予測は余人に理解できるものではない。そのときも説明なしにいきなりだったわけだ。

「じゃあ……」

「今いま更さら言っても遅おそいし、僕にも負い目はあったからね。でも、もう僕はその頃ころには自分は危険な存在だと知っていたし、君からは離はなれるべきだと思っていた。まぁ、そういうことなんだよ」

　ばつが悪そうにさよりは目をひばりからそらした。

「馬ば鹿か……」

　ひばりの涙の流れ落ちる量が増えた。

「む……いかん……これでは、私のヒロインとしての座が……」

　余計なことを心配するかじかだったが、いきなり、ピコーン！　と頭の上に電球をともらせる。

「そうだ！　わかったよ、さよりちゃん！　カカカ！　そーいや、私もさよりちゃんの苦手分野を知ってるから、このひばりとかいうアホを連れてゆくことを提案したんだった！　カカカカカカカカカッカアッカアッカカカカカカカカカッカカ！」

　唐とう突とつにかじかは大たい笑しようをはじめる。

「ど、どうしたの？　狂くるったの？」

　女教師は戸と惑まどう。

「いや、元々狂ってるようなもんだけど」

　さよりが突つっ込むが、かじかはそんなことを意に介かいさない。

　いきなりコンピュータのモニタになっているであろう赤くて丸いレンズの部分に向かって指を突きつけると、こう叫さけんだ。

「カカカ！　答えろ、コンピュータ！　答えられたら仲間になって地上侵しん攻こう計画に協力してやるぞ！　この有藤かじか様と、佐さ々さ岡おかひばり！　どちらがパートナーとして相応ふさわしいと思う!?　それが答えられねば、地上侵攻計画は断念するしかないぞ！　なにしろ協力することになったら、私たちのどちらも思考パターンを貴様に提供するのだから、優先順位がつけられなければどうにもならないわけだ！」
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　論ろん旨しとしてはめちゃくちゃである。

　しかし、その質問は的確にさよりの思考パターンの穴を突いていた。

　現にさより本人が硬こう直ちよくしていた。

「カカカカ！　さぁ、選べ！　簡単だろうに！　どちらをパートナーにすれば、より侵攻がうまくいくのか！」

　かじかはさらに迫せまる。

　もちろん効率を考えればすぐに答えは出るはずである。だが、感情部分に踏ふみ込むその質問は、さよりには答えられぬ質問──。

　有能なのは明らかにかじかの思考パターンだが、さよりの作業効率は極きよく端たんに落ちる。一方、さよりは働きやすくなるだろうが、ひばりでは頼たよりない。

　しかし、さよりの性格としては、即そく答とうを迫られたら答えを保留してしまう。そして、即答できぬ限り、計画を前に進めることを拒こばむのが生き真ま面じ目めなさよりの行動パターン──。

　と、なると……。

《作戦の中止を指示する》

「な、なんですって！」

　女教師は叫んだ。

　突とつ然ぜん、コンピュータが計画の中止を命じたのだ。パートナーをどちらの女にするか選べなかっただけで！

「ば、馬ば鹿かな！　そんなことありえない！」

　女教師は立ち上がった。

　明かりの中にその顔が露あらわになる。ややきつめで魚顔をしている他ほかは、まぁ美人といえる顔立ちの女性にすぎない。

　が、これまで怯おびえるばかりで完全に沈ちん黙もくを保っていた自じ称しよう魔ま法ほう少女めだかの表情が変わった。

「あれは──！」

　しかし、さよりたちはもちろんめだかのことを気にしていなかったので、めだかはすばやくきびすを返し、中央電算室を出て行った。

　さよりたちはそれにも気づいていない。ただコンピュータに打ち勝ったことに顔をほころばせている。

「カカカカカカカカカカカカカカカカカ！　優ゆう柔じゆう不断は何もできぬと一いつ緒しよよ！　これぞさよりちゃんの想定していなかった不思議パワー！　すなわち三角関係の愛の力ってことよ！」

「いや、そんなこと自じ慢まんげに言われても、僕が困る……」

「じゃ、じゃあ、わたしにもまだ芽が……」

　ひばりはいきなりもじもじしはじめる。

「芽なんぞねぇ！　さよりちゃんのはじめてを奪うばうのは私！」

　かじかはこの状じよう況きよう下かでさよりにとびかかろうとする。

　が──。

「待てやこの糞クソ野郎どもがぁ！」

　響ひびき渡わたる絶ぜつ叫きよう。

　あの女教師が憤ふん怒ぬの形相でステージ上に立っていた。

「うわ、下品な言葉」

「下品も糞もあるかぁ！　このボケがぁ！　汚きたない言葉じゃったらその女が使いまくっとるじゃろうがいやぁ！」

「おっしゃるとおりで」

　さよりは恐きよう縮しゆくするが、そんなことで女教師の怒いかりは収まらない。

「んだらぁよう考えたらもうコンピュータに頼たよることないんじゃあ！　ワシが直接に指示出せばええんじゃろうが！」

　汚い言葉だが、言っていることはその通りだった。沖縄を水すい没ぼつさせるツボはすでに判明しているのだ。

「カカカ！　本ほん性しよう表したな悪党が！　こうなったら私の出番よ！」

　かじかが身構える。確かに女同士の戦せん闘とうとなれば、かじかもそれなり以上の力を発揮するはずだ。

　走り出すかじか。それに対し、女教師は怒り狂くるった魔女そのものの形相でかじかを迎むかえ撃うった。

「コムスメがぁ！」

「コムスメ呼ばわりたぁ恐おそれ入った！　ってこたぁあんたは艶女アデージヨ気取りってわけかよぉ！　せいぜいが派手婆ハデーバだがなぁ！」

　かじかは跳とびかかる。

　と、空中に電でん撃げきが奔はしった。

「え？」

　かじかはいきなりのことに戸と惑まどう。

　ぴしゃあああん！

　足あし下もとに落らく雷らい。

「うわぁ！」

　かじかは後ろに跳はね、落雷した地点を凝ぎよう視しする。

「か、かみなり……？」

　普ふ通つう、落雷というものは室内で床ゆかに落ちるものではない。自然の雷でないとしても、電気の流れ方を考えればあり得ない。

「……きっと部屋に仕し掛かけがあるんだ。気をつけろ、有藤君！」

「んなこと言われてもどーせーちゅーんよ！」

　かじかはじたばたとする。

「ひゃひゃひゃ！　死ねやぁ、ごるぁあああ！」

　女教師──いや、もう女教師とは呼べないかもしれないが──は哄こう笑しようをかじかに浴びせた。

　手を振ふる。

　その指先から青白い電撃が放たれる。

　ぴしゃあああん！

　ぴしゃぴしゃあああん！

　ぴしゃぴしゃぴしゃあああん！

　いくつもの電撃がかじかに降り注ぐ。

「ひゃ、と、にょ、ぎゅ、にゅ」

　奇き声せいを発しながら、かじかは身をかわす。

「や、やっぱり電撃が指から出ているように見える……」

「あいつフォースの暗黒面に墜おちてるんじゃないか!?」

　さよりもかじかも目の前の事態に驚おどろいている。

「せ、先生！　あなた何者……」

　ひばりは戸惑った顔でおろおろするばかりだ。

　女教師は、そんなひばりの様子も目に入っていないかのように、狂った態度で電撃を振りまき続ける。

「ひゃははははひゃひゃひゃひゃあ！　そのまま死ねやぁああ！　みんな死ねぇええ！　てめぇらも用はねぇ！　地上人の天才を利用しようなんざぬるい計画を立てるコンピュータももういらねぇ！　みんな用済みだぁ！」

　電撃は中央電算室を縦横に飛び回りはじめた。

　紫むらさきの閃せん光こうが左右に飛び交かい、コンピュータにぶつかって火花を散らす。

　部屋中に爆ばく発はつが起こり、煙けむりが充じゆう満まんしはじめる。

「こらあかん、止めようがないよ、さよりちゃん！」

「計画が頓とん挫ざしたことがショックだったんだろうなぁ……」

「そんなのんきに言っている場合じゃないでしょう？　ああ、でも、どうすれば……」

　ひばりは狼ろう狽ばいする。

　確かにさよりたちにもなすすべはなく、火花と煙は少しずつ彼らを部屋の隅すみに追いやっていく。

「うう……」

「ああ、こうなったら、やっぱりさよりちゃんと一発キメておくしか……！」

「それはもういいから！」

　のしかかろうとするかじかをさよりが押おしのけているとき、不意に耳慣れた声が響ひびいてきた。

「ふふふ……なんか大変なことになっているようですわね……」

　戸口に人ひと影かげが見える。

「おお！」

「高沢君！」

　すずみだった。まだこちの扮ふん装そうのままだが、その血色の良さは確かにすずみのものである。

「……わたしもいます」

　その背後から、ぬ、と血色の悪いこちの顔が現れた。

「初芝君！」

　すずみがこちの扮装をしたままであるから、まるで双ふた子ごの漫才師の定番芸である『幽ゆう体たい離り脱だつ』でも見ているかのようで心臓に悪いが、とにもかくにも彼女もここに到とう着ちやくしたらしい。

「……………………」

　こちの後ろからしいらも顔を出す。例のスポーツドリンクの瓶びんをかかげていた。瓶には血がべっとりと付着していた。あのヤムチャのものだろう。

「愛甲君！　無事だったのか！　その血は……何があったかは訊きかないけど……」

「カカカカカカカカカカカカカ！　これで揃そろったな！」

　一気に気勢を上げてかじかは女教師を振り返った。

「なんだとぉお！」

　地じ獄ごくの悪あく魔まか般はん若にやかといった表情で女教師は水泳部の面々にぎろりと目を向ける。それだけでこちが死にそうになったくらいの迫はく力りよくだ。

　しかし、かじかはその程度ではひるまない。

「カカカカカ！　もう終わりだぞ、『みえこー』の女教師にして海底人！　我ら水泳部が全員揃ったからには！」

　かじかは大おお見み得えを切った。

　その言葉に促うながされ、かじかの左右にずらりとすずみたちが並ぶ。

「我ら戦せん闘とう型水泳部完成形！　略してせんすいかん！　まだ部員の鍛きたえ方が足りず理想にはほど遠いが、全員揃えば戦闘力では誰だれにも負けぬ！　カーカカカカカカカ！」

　かじかは大たい笑しようする。

　すずみ、こち、しいらも余よ裕ゆうの表情で胸を張る。

　が……。

「ところで部長？　戦闘力ってどういうことですの？」

「……それで、わたしたち、何をすればいいんですか？」

「……………………」

　すずみたちは困ったように肩かたをすくめた。

　すでにしいらなどはスポーツドリンクをやりはじめている。

「……いや、だから、戦って勝つんだよ、あの女に」

「無理、じゃないですかしら？」

「そんなこと言うなよ。やる前から負けること考えてる馬ば鹿かがいるかよ！」

「で、でも電でん撃げきには勝てませんが……」

　すずみがまだ暴れている女教師をちらりと見やった。

　女教師は相変わらず狂きよう乱らん状態で周囲に電撃をまき散らしている。

「電撃に勝てないとか言ってたら明るい未来は見えないぞ！　こちらには水泳部全員が揃っているんだ！」

　かじかは励はげますように言うが、それ以前にそもそも一人足りておらず水泳部全員が揃っていないことには気づいていない。

「ひゃーひゃひゃひゃ！　何かわけのわからねぇことを言ってるが、聞こえねー！　いいから死んじまえや、このやろー！」

　女教師はやや冷静になったのか、しっかりとその目をかじかに向けていた。

　かじかたちを狙ねらって電撃を放つつもりだ。

「ええい！　電撃と言っても所しよ詮せんは電気！　我が慢まんすれば大だい丈じよう夫ぶだ！」

「んなわけありませんわ！」

　かじかたちは右往左往する。

　女教師は余裕でその右手をかじかに向けた。

　そして、今にも電撃がほとばしろうとするその瞬しゆん間かん──

「一いつ斉せいにジャンプするんだ！」

　さよりが叫さけんだ。

「へ？」

「合図したら、跳とぶんだ！」

　さよりは繰くり返した。

　顔を見合わせたかじかたちだったが、さよりの先読みが効果を発揮するのに違ちがいない。うなずきあって言うとおりにすることを確かく認にんしあった。

「１」

「２」

「３！」

　ぽん、と一同は跳んだ。

　そのまま何事もなく着地する。

「……」

「…………」

「……………………」

「…………………………………………」

「いや、ちょっと、何も起こらないってどういうことですの……？」

　すずみが文句を言ったその次の瞬間だった。

　ぐら……。

　地じ震しんでも起こったかのような震動。

「え……？」

「まさか、ジャンプで地震が……」

　皆みなは顔を見合わせたが、そんなことはなかった。

　震動の原因は皆の背後にあった巨きよ大だいコンピュータだった。電撃によって破は壊かいされたそれが、ジャンプした震動でゆっくりと倒たおれはじめ、それが隣となりのコンピュータに激げき突とつしたのだ。

「あ……コンピュータが……」

「倒れる……」

　がこん。

　がこんがこん。

　がこんがこんがこん。

　ドミノ倒しであった。

　壁かべ際ぎわのコンピュータが次々と倒れ、それが女教師に向かって突つき進んでいく。

「ひ、ひぃぃいい！　そ、そんな……！」

　女教師はあわてる。

　倒れかかってくるコンピュータに電撃を浴びせ始めた。

　しかし、電撃はコンピュータの表面で火花を散らしはするものの、倒れかかってくること自体を止められはしない。

「ぎ、ぎぃぃいいやぁああああ！」

　女教師の悲鳴は長い尾おを引いて、倒れるコンピュータの立てる土つち煙けむりの中に消えていった。

　ずん。

　完全にコンピュータが倒れ込む鈍にぶい音がした。

　やがて室内にしばらくぶりの静せい寂じやくが訪おとずれる。

「……か、勝った……んですわよね？」

　すずみが確認するかのように左右を見やる。

「か、勝った……んじゃないですかね」

　こちもおずおずと口を開く。

「カ……カーカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ！」

　かじかは大口を開けて笑い始めた。

「カカカカカカ！　見ろや、全員揃そろったこの水泳部の無敵さを！」

「な、なんだかよくわからないけれど……終わったの？　本当に……？」

　ひばりは戸と惑まどって何度も訊きいた。

　さよりは無言でひばりの頭に手を置いた。

　見つめ合うさよりとひばり。

　二人の間に不思議な空気間が漂ただよう様は今まさにキックオフ。

「あ！　てめぇ、こら！　どさくさにまぎれて何をしていやがる！」

　かじかが二人の間に割って入った。

　しかし、この平和な光景の裏で、まだ事件は終わっていなかったのである。

　例の女教師はまだ生きていた。

　驚おどろくなかれ、魔ま法ほうの力で瞬間移動し、コンピュータの下した敷じきから逃のがれていたのである。

「く……許さぬ……地上侵しん攻こうの夢……まだ終わってはいない……彼らさえいなくなれば……！」

　女教師はコンピュータの陰かげに隠かくれていた。

　さよりたちはもちろんそれに気づいてはいない。

　そして彼女は、まだラブコメっているさよりたちに向けて、ゆっくりとその手を伸のばした。

「死ね！」
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「死ね！」

　コンピュータの陰で女教師がそう叫さけんで、真っ赤なマニキュアの塗ぬられた爪つめをさよりたちに向けたその時──。

「待つのでしゅ、ファデラ！」

　舌っ足らずな声が女教師をとがめた。

「何？　その名を知っているとは……！」

　女教師──ファデラは周囲をうかがった。

　立っていたのは、スクール水着姿のめだかである。手にはあのステッキを持っている。

「そのステッキ……インターゾーンの！」

「そうでしゅ！　インターゾーンの王女でしゅ！　悪はどこにあってもゆるしましぇん！」

　めだかはステッキを構えた。

「ぬぅ……」

　ファデラはめだかに対たい峙じする。

　めだかは敢かん然ぜんとそれに立ち向かった。

「ファデラ！　インターゾーンだけでなく、地上の侵略！　もうゆるしましぇん！　このわたちが王女として制裁を行いましゅ！」

　小さい身体からだながら決然と宣言するめだか。

　ファデラはその態度に敵意を燃やす。

「くぅ、生意気を言うでないよ、この小さいのが！　あんたも国と同じように滅ほろぼしてやるよ！」

　幼女と熟女がにらみ合う。その背後で何も知らぬかじかたちが引き上げていくのを、めだかは視界の端はしにとらえ、密ひそかに満足げに見送った。

「さぁ、覚かく悟ごするでしゅ、ファデラ！」

　改めてめだかはステッキを構えなおした。

「はん！　粋いきがってもインターゾーンはほとんどがこちらの手に落ちた！　あんたも国民の後を追いな！」

　ファデラは身構えた。その指から電でん撃げきを放とうとする。

　が、それより早くめだかはステッキを振ふりはじめた。

「アモキサン・ノリトレン・トリプタノール……魔法の力よ、希望の力よ……」

　光の粒りゆう子しとなった呪じゆ文もんの力がステッキに集まりはじめる。

「うぉ！　その力は、幻まぼろしの……！」

　ファデラが絶句する。

　めだかは優ゆう雅がなダンスのような仕草で回転し、光の粒子をまとう。

　そして、回転を止めるや、ステッキをファデラに向かって突つき出した。

「……夢の力よ、悪人をぶち殺して！　イミドールパワーでテトラミドー！」

　ステッキから発せられた光が、魔女ファデラの身体を覆おおう。

「うぅ！　ひぎぃいい！　く、悔くやしい……でも……」

　光に包まれたファデラが下品な悲鳴を上げながら苦く悶もんの表情を浮うかべる。

「滅びるのでしゅ、ファデラ！」

　めだかの気合いとともにファデラの身体はチリとなって四散した。

　こうして誰だれも知らぬところで事件は完全にその幕を下ろしたのである。
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「いや、しかし、無事に終わって良かったですわね」

　すずみが大量に土産みやげ物を詰つめ込んで丸くふくらんだ紙かみ袋ぶくろを下げながら、のんびりとした口調で言った。

「あまり無事とも思わないけどね」

　ぼやいたのはさよりである。

　那な覇はの町を歩いている。

　空は快晴。

　人々はつい昨日の騒そう動どうも忘れてしまったかのように行き交かっている。

　事実、人々は忘れてしまっているらしい。それがいかなる力によるものかはわからないが、さよりたち以外の頭からは、あの非常識な出来事──シーサーキングと米軍の戦せん闘とう、海底人たちの『みえこー』を利用しての地上侵攻など──は抜ぬけ落ちてしまっているらしい。もっともそれが夢や妄もう想そうでなかったことは、シーサーキングの足あし跡あとと破は壊かいの痕あとが残る万まん座ざビーチが証明していた。

　が、一方で事態が収しゆう拾しゆうしたこともさよりたちは知っている。

　となれば、修学旅行は予定通りに行われなければならない。

　そんなわけで、最終日の予定である那覇市街での自由行動となったのである。

　しかし──

「無事とも思わない」とぼやいたさよりのその理由は、左右の腕うでに二人の美少女がぶらさがっているからである。

「さよりちゃん、あれやろう、少女漫マン画ガでやってたあれ。駅弁でハメたまま町歩くあれ」

「下品なことを言ってる人は無視して、二人で買い物しましょうよ。案内するから」

　かじかとひばりがさよりを引っ張り合っている。

「いや、まずは離はなれようよ、いいから」

「イヤだ」

「イヤです」

　二人して声を揃そろえる。

「だけど、今日を最後に帰らなくちゃいけないんだから」

　さよりが、ついそう言うと、ふと、皆みなが黙だまり込んだ。

　旅行が終わることに気づかされ、寂さびしさともむなしさともつかぬ微び妙みような気持ちが流れ込んできたのだ。

　まして、ひばりとはここでお別れである。

「…………あ、ごめん」

「い、いいえ、いいから……。そうか、帰っちゃうんだよね……」

　ひばりがさよりにしがみつく腕の力を強める。

「あ、畜ちく生しよう！　なんかこいつポイント稼かせいでいやがる！」

　かじかが、しゃー、と蛇へびのように舌を突き出して絡からもうとするが、それをすずみが押おしとどめた。後ろから羽は交がい締じめにしてさよりから引きはがす。

「て、てめぇ、こら！　何をしやがる！」

「ほら、今くらいは許してあげなさいな。どうせこれで帰ってしまうのですし」

「そ、その油断が男女関係では危険なのだ！　いつ即そくハメせんとも限らんのだぞ！」

「……あなたじゃありませんから」

　すずみは店の軒のき先さきにかかっていた沖縄名物の豚ぶたの頭を、ひょい、と持ち上げると、それをスポッとかじかにかぶせる。

「ぬを！　なんだ！　見えない！」

　豚人間が那覇の町をさまよいはじめる。

　そこかしこから悲鳴が上がった。

　そちらを、ちら、と眺ながめて少し笑ってから、さよりはひばりに顔を戻もどした。

「ごめん」

「だから、謝あやまらないでよ。またお別れだけど、今度は、そんなに悪い気分じゃないし」

　ひばりは微笑ほほえんだ。

　さよりは少し顔を赤くした。

「う、うん……」

「ねぇ、でもさ、こっちに残ってみる気はない？」

　ひばりが不意に言った。

「え……！」

　さよりは、どきり、とする。

「ホントに選ぶとしたら、どっちだったの？　あたしか……有あり藤とうさんか」

　ひばりの口元は笑っているけれど、目は真しん剣けんだった。

「ちょ、ちょっと……ねぇ……」

　さよりは弁解するように手を開いて、所在なくさまよわせる。

「ふふ……冗じよう談だんよ」

　ひばりは、今度は本当に笑った。

「だって、選んだら世界を救えなくなっちゃうでしょ？」

「う……うん、ああ……ははは……」

　さよりもつられて笑った。

　その頃ころになって、ようやくかじかが豚人間から人間に戻りつつあった。

「うらぁ！　なにしやがるすずみぃ！　こうしている間にもさよりちゃんの恋れん愛あいフラグが私でなくひばりに立ってしまうじゃないか！」

「フラグって、あなた……」

「フラグ立てるとハメられる確率が十パーセントもあがるのだ！　さぁ、まずは食パンをくわえた女子高生と道の角で衝しよう突とつするフラグを実行じゃい！」

　かじかは豚の頭をくわえると、さよりに向かって突とつ進しんをはじめた。

「それ、根本的に何か間ま違ちがえてらっしゃいますわよ！」

「知るか！　ともかく体当たりすれば勝ちなんじゃー！　カーカカカカカカカカカカカ！　さよりちゃーん！」

　かじかはさよりに向かって宙を飛ぶ。

「うわ！　ちょ、ちょっと……！」

　さよりは慌あわてながらもかじかの着地点におみやげの袋ふくろを置いている。

「カ…………カカカ……ま、またかー！」

　かじかの絶ぜつ叫きようが沖縄の空に響ひびき渡わたった。







あとがき







　あれですよ、キン○マですよ、キ○タマ。

　いきなりですんませんが、キン○マで大変なことになりまして。

　発ほつ端たんは、担当のＯ橋さんがですね、左右対称の話をしている時にですね。唐とう突とつにこう言ったわけです。




「あれですね、睾こう丸がんが左右対称についているんでなく、右側が下がっているみたいな」




　右側……？　右側！

　なんだって！　俺のキ○タマ、左側が下じゃん！　うわ！　まじヤベ！　このままじゃ死んじゃう！　死んじゃうよ！

　で、その場は「そうですね」なんて話をあわせてはいたんですが、後になって不安になってですね、キン○マを伸ばしてたわけですよ。

　みよーん、みよーん。

　あれ？　やっぱり左が下だなぁ、変だなぁ。

　ってんで、こう伸ばす方向が悪いんじゃないかと、前からじゃなく、後ろから伸ばしてみたわけです。

　みよーん、みよーん。びき。

　びき？

　あ、痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛！

　いきなり背中から脇わき腹ばらにかけて激痛！

　まぁ、ぶっちゃけ脇腹がつったわけですよ！　運動不足だもんで、ひねったのがまずかったわけです！　脇腹全体ですから、すげぇ広範囲につったわけで、そらまぁ痛い痛い。

　下半身むき出しで後ろから自らのキ○タマを握り、そのまま動けなくなって転げ回るその姿はまさにある種の美術品ともいえる美しさと希け有うさなわけですが、自らのことなのでそれを見つめてうっとりする余裕なんざありはしません。

　死ぬ！　痛い！　このままじゃ死ぬ！

　そう思ったら、死ぬ前にパソコンのハードディスクを消去しないと！　という気になりまして、パソコンの前に這はっていき、データを開くと、あぼしまこ先生のイラストが！　もちろんこれは消去するなんてとんでもない！　しかし、このまま死んだら、〝あぼしまこ先生のイラストに興こう奮ふんしてキン○マを握って死んだ人〟になってしまう！

　そんな風に激痛に耐えながらせっぱ詰まっていると……幻げん聴ちようでしょうか？　イラストの半裸のかじかが俺に語りかけてきました。

「人は、筋肉がつっただけでは死なん。あと、キン○マがおかしいのは、担当の方。普通の人は左が下」

　なんだってー！

　唐突に元気になる俺。

　冷静にパソコンのゴミ箱からデータを救い出した後、キン○マのことはＯ橋さんには秘密にしておくことにしました。

　でも、あれだね。




「きっとＯ橋さんは、キン○マが右下なのをこじらせて大変なことになるね！」




　あ、言い忘れたけど、ここのキン○マは、すべて〝錦糸玉子〟の略ですので！　冷やし中華うまいよね！　じゃあ！
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